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Ⅰ　

刑
の
『
裏
』
一
部
執
行
猶
予
の
意
味

　

現
行
刑
法
は
、
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
事
由
と
し
て
必
要
的
取
消
事
由
と
裁
量
的
取
消
事
由
を
定
め
る
（
刑
法
第
二
六
条
、
第
二

六
条
の
二
）。
実
務
に
お
い
て
圧
倒
的
に
多
い
の
は
猶
予
期
間
中
の
再
犯
に
対
す
る
刑
の
確
定
を
事
由
と
す
る
取
消
し
（
同
第
二
六
条

一
号
）
で
あ
る
が
、
全
部
執
行
猶
予
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
、
猶
予
さ
れ
て
い
た
刑
（
以
下
、
猶
予
刑
と
い
う
）
の
全
て
が
執
行
さ
れ
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る
こ
と
に
な
る
（
以
下
、
取
消
刑
と
い
う
）。
例
え
ば
、
懲
役
一
年
六
月
全
部
執
行
猶
予
三
年
の
場
合
、
取
消
刑
は
懲
役
一
年
六
月
の

全
部
実
刑
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
裁
判
に
お
い
て
全
部
実
刑
が
言
い
渡
さ
れ
る
場
合
と
同
様
の
問
題
が
生
ず
る
。
即

ち
、
刑
の
執
行
に
お
い
て
仮
釈
放
が
認
め
ら
れ
な
い
と
満
期
釈
放
と
な
っ
て
更
生
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
高
い
者
に
対
し
社
会

内
処
遇
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
た
と
え
仮
釈
放
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
三
年
以
下
の
全
部
実
刑
で
あ
る
か
ら
、
残
刑
期
間
主
義
を

採
る
現
行
法
制
度
の
下
で
は
、
極
め
て
短
い
保
護
観
察
し
か
行
い
得
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る（（
（

。

　

全
部
執
行
猶
予
中
に
再
犯
を
行
っ
た
場
合
で
も
再
度
の
全
部
執
行
猶
予
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
前
刑
は
取
り
消
さ
れ
ず
に

済
む
が
、
刑
期
が
一
年
以
下
で
「
情
状
に
特
に
酌
量
す
べ
き
も
の
が
あ
る
と
き
」
と
い
う
厳
し
い
要
件
に
加
え
、
保
護
観
察
中
で
な

か
っ
た
場
合
に
限
ら
れ
る
（
同
第
二
五
条
二
項
）。
そ
の
た
め
、
全
部
執
行
猶
予
中
の
者
が
再
度
の
全
部
執
行
猶
予
に
付
さ
れ
る
ケ
ー

ス
は
極
め
て
少
な
く
、
結
果
と
し
て
殆
ど
が
前
刑
取
消
し
と
な
っ
て
い
る（（
（

。
ま
た
、
二
〇
一
六
年
か
ら
は
刑
の
一
部
執
行
猶
予
が
導

入
さ
れ
、
全
部
執
行
猶
予
中
の
者
の
再
犯
に
対
し
て
も
刑
の
一
部
執
行
猶
予
を
言
い
渡
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
（
同
第
二
七
条
の
二

第
一
項
二
号
）、
取
消
刑
の
全
部
実
刑
と
一
部
執
行
猶
予
の
実
刑
部
分
終
了
後
に
一
定
期
間
の
猶
予
期
間
と
保
護
観
察
を
付
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
現
時
点
ま
で
の
運
用
に
よ
れ
ば
、
全
部
執
行
猶
予
中
の
再
犯
に
対
し
て
一
部
執
行
猶
予
を
言

い
渡
し
た
件
数
は
少
な
く（（
（

、
し
か
も
適
用
事
例
の
殆
ど
は
薬
物
事
犯
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
刑
法
犯
で
の
適
用
は
極
め
て
少
な
い
。

結
局
、
全
部
執
行
猶
予
中
の
再
犯
に
対
し
て
は
全
部
実
刑
が
主
に
科
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
前
刑
が
取
り
消
さ
れ
る
た

め
、
比
較
的
長
い
自
由
刑
の
実
刑
が
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

全
部
執
行
猶
予
の
取
消
事
由
が
猶
予
期
間
中
の
再
犯
と
い
う
こ
と
は
、
本
人
の
更
生
に
支
障
が
生
ず
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
し
、
遵
守
事
項
違
反
（
同
第
二
六
条
の
二
第
二
号
）
に
よ
る
取
消
し
に
し
て
も
、
再
犯
の
危
険
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
執
行
猶
予
判
決
確
定
前
の
犯
罪
に
よ
る
刑
の
確
定
（
同
第
二
六
条
第
二
号
・
三
号
、
第
二
六
条
の
二
第
三
号
）
は
、
本
来
、
全

部
執
行
猶
予
相
当
で
な
い
事
案
に
対
し
て
科
し
た
全
部
執
行
猶
予
を
修
正
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
に
も
犯
罪
を
行
っ
て
い
た
わ
け
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で
あ
る
か
ら
、
予
防
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
更
生
に
問
題
が
生
じ
る

可
能
性
が
高
い
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
た
め
、
全
部
執
行
猶
予
が
取
り
消
さ

れ
て
全
部
実
刑
と
な
っ
た
場
合
、
再
（
々
）
犯
の
お
そ
れ
あ
り
と
し
て
、
満

期
釈
放
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
社
会
内
処
遇
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
が
憂

慮
さ
れ
る
。
勿
論
、
仮
釈
放
に
な
る
こ
と
も
充
分
考
え
ら
れ
る
が
、
再
犯
の

場
合
は
二
刑
持
ち
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
仮
釈
放
の
法
定

期
間
を
経
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
た
と
え
刑
の
執
行
順
序
の
変
更
を
行
う

と
し
て
も
、
早
期
の
仮
釈
放
は
容
易
で
は
な
く
、
保
護
観
察
期
間
も
短
く
な

り
が
ち
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
事
由
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、
全
部
執

行
猶
予
の
全
て
を
取
り
消
す
場
合
の
ほ
か
、
そ
の
一
部
に
限
っ
て
取
り
消
す

こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
部
執
行

猶
予
が
取
り
消
さ
れ
て
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
る
実
刑
部
分
と
取
り
消
さ
れ

な
か
っ
た
猶
予
刑
の
残
り
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
形
と
な
る
。
イ
メ
ー
ジ
を
明

確
に
す
る
た
め
に
、
最
も
シ
ン
プ
ル
な
遵
守
事
項
違
反
に
よ
る
全
部
執
行
猶

予
の
一
部
取
消
し
を
示
し
た
も
の
が
図
１
で
あ
る
。
懲
役
一
年
六
月
の
全
部

執
行
猶
予
三
年
の
う
ち
、
一
年
に
つ
い
て
は
取
消
し
て
実
刑
部
分
と
し
、
残

り
の
六
月
は
取
り
消
さ
ず
、
猶
予
刑
の
ま
ま
と
す
る
。
全
部
執
行
猶
予
の
猶

予
期
間
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
取
り
消
し
て
、
実
刑
部
分
終
了
時
か
ら
開
始

猶予刑
猶予期間（保護観察あり／なし）

3年

×遵守事項違反1年6月

取消刑

6月
×

実刑部分 猶予刑

6月1年

従来の取消し

1年6月

猶予期間（保護観察あり／なし）

3年

一部取消し

⎩―⎨―⎧

⎩―⎨―⎧
⎩⎨⎧

⎩―⎨―⎧

⎩―⎨―⎧⎩⎨⎧

⎩―⎨―⎧

図１　全部執行猶予の一部取消しのイメージ（遵守事項違反の場合）
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す
る
猶
予
期
間
を
新
た
に
設
定
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
取
消
刑
は
実
刑
部
分
と
猶
予
刑
が
組
み
合
わ
さ
り
、
実
刑
部
分
の

終
了
後
か
ら
猶
予
期
間
や
保
護
観
察
を
開
始
す
る
「
刑
の
一
部
執
行
猶
予
」
と
同
じ
構
造
と
な
る
。
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し

を
認
め
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
猶
予
期
間
と
保
護
観
察
を
設
定
可
能
と
す
る
こ
と
で
、「
刑
の
一
部
執
行
猶
予
」
を
科
し
た
の
と

同
じ
効
果
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
の
タ
イ
ト
ル
を
、「
刑
の
『
裏
』
一
部
執
行
猶
予
」
と
し
た
の
も
、「
正
面
」
か
ら
裁

判
で
刑
の
一
部
執
行
猶
予
を
言
い
渡
せ
る
よ
う
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
全
部
執
行
猶
予
が
充
分
功
を
奏
さ
な
か
っ
た
場
合
に
も
、
直

ち
に
全
て
を
取
り
消
し
て
全
部
実
刑
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
部
取
消
し
を
認
め
る
こ
と
で
、「
逆
」（
裏
）
の
方
向
か
ら
の
「
刑
の

一
部
執
行
猶
予
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
「
刑
の
『
裏
』
一
部
執
行
猶
予
」
と
し
て
の
全
部
執

行
猶
予
の
一
部
取
消
制
度
に
つ
い
て
、
海
外
の
類
似
の
制
度
に
も
言
及
し
な
が
ら
、
そ
の
意
義
や
制
度
設
計
に
つ
い
て
試
論
を
提
示

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
以
下
で
は
、
最
初
に
全
部
執
行
猶
予
を
言
い
渡
す
こ
と
に
な
っ
た
罪
に
つ
い
て
は
「
本
件
」
と
い
い
、
全
部
執
行
猶
予
中

に
行
っ
た
罪
で
、
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
事
由
に
当
た
る
も
の
を
「
再
犯
」
と
い
う
こ
と
に
す
る
。「
再
犯
」
は
、
法
律
上
再
犯
加

重
と
な
る
場
合
の
「
再
犯
」
で
は
な
く
、
本
件
の
後
に
行
わ
れ
た
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件
に
対
す
る
全
部
執
行
猶
予
を

「
前
刑
」
と
言
い
、
再
犯
に
対
し
て
新
た
に
科
せ
ら
れ
る
刑
を
「
後
刑
」
と
呼
ぶ
。

Ⅱ　

海
外
に
お
け
る
類
似
の
制
度

　

日
本
に
は
、
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
に
つ
い
て
議
論
の
蓄
積
が
全
く
な
い
。
そ
こ
で
、
海
外
に
同
様
の
制
度
が
あ
れ
ば
参

考
に
な
る
が
、
実
刑
部
分
の
執
行
に
続
く
社
会
内
処
遇
の
期
間
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

0

0

0

0

0

執
行
猶
予
の
一
部
だ
け
を
取
り
消

す
よ
う
な
海
外
の
制
度
を
筆
者
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
拘
禁
刑
の
執
行
猶
予
又
は
そ
れ
に
類
似
し
た
制
度
を
採
用
す
る
国
の
中
に
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は
、
不
良
措
置
の
一
つ
と
し
て
、
猶
予
し
た
拘
禁
刑
の
一
部
に
限
っ
て
執
行
す
る
こ
と
を
認
め
る
国
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
猶
予
刑
及
び
カ
ナ
ダ
の
条
件
付
刑
を
取
り
上
げ
、
一
部
執
行
（
一
部
取
消
し
）
制
度
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。

１　

イ
ギ
リ
ス
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
）

（
１
）　

執
行
猶
予
命
令
（
猶
予
刑
）
制
度
と
不
良
措
置

　

イ
ギ
リ
ス
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
）
に
は
一
九
世
紀
後
半
に
始
ま
る
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
制
度
の
長
い
歴
史
が
あ
り
、
現
在

は
、
二
〇
〇
三
年
の
刑
事
司
法
法
（Crim

inal Justice A
ct 2003

）
に
基
づ
く
地
域
刑
（com

m
unity sentence

）
の
制
度
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
猶
予
刑
（suspended sentence

） 

又
は
執
行
猶
予
命
令
（suspended sentence order

）
と
呼
ば
れ
る

刑
罰
が
あ
る（（
（

。
両
者
共
に
社
会
生
活
を
送
り
な
が
ら
無
償
労
働
（unpaid w

ork

）
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
行
と
い
っ
た
一
定
の
地
域

内
遵
守
事
項
（com

m
unity requirem

ent
）（
以
下
、
単
に
遵
守
事
項
と
い
う
）
を
遵
守
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
刑
罰
で
あ
る
が
、

地
域
刑
と
異
な
り
、
猶
予
刑
は
拘
禁
刑
の
一
種
で
あ
り
、
裁
判
所
が
一
四
日
以
上
二
年
以
下
の
拘
禁
刑
を
言
い
渡
す
と
き
に
、
六
月

以
上
二
年
以
下
の
期
間
、
裁
判
所
が
そ
の
判
決
の
効
力
を
生
じ
さ
せ
な
い
命
令
を
行
う
も
の
で
あ
る（（
（

。
従
っ
て
、
拘
禁
刑
で
は
あ
る

が
、
受
刑
者
は
社
会
の
中
で
生
活
し
な
が
ら
、
遵
守
事
項
を
履
行
し
、
そ
れ
に
違
反
し
な
い
限
り
、
拘
禁
刑
は
執
行
さ
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
受
刑
者
が
、
正
当
な
理
由
な
く
遵
守
事
項
に
違
反
し
、
又
は
猶
予
期
間
（operational period

（
（
（

）
の
間
に
行
っ
た
罪
に

よ
り
有
罪
と
な
っ
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
(a)
刑
期
を
変
更
せ
ず
に
猶
予
刑
の
効
力
を
生
じ
さ
せ
る
（
執
行
す
る
）、
(b)
元
の
刑
期
を

よ
り
短
い
刑
期
に
代
え
て
効
力
を
生
じ
さ
せ
る
（
執
行
す
る
）、
(ba)
二
、五
〇
〇
ポ
ン
ド
以
下
の
罰
金
を
支
払
う
、
よ
う
命
じ
、
(c)
一

つ
以
上
の
遵
守
事
項
を
課
す
執
行
猶
予
命
令
の
場
合
、
⑴
執
行
猶
予
命
令
を
行
う
場
合
に
裁
判
所
が
課
し
得
る
よ
り
多
く
の
遵
守
事

項
を
課
す
、
⑵
監
督
期
間
（supervision period

（
（
（

）
を
延
長
す
る
、
⑶
猶
予
期
間
を
延
長
す
る
、
こ
と
で
猶
予
命
令
を
変
更
し
、
(d)

遵
守
事
項
を
課
さ
な
い
執
行
猶
予
命
令
の
場
合
、
猶
予
期
間
を
延
長
す
る
よ
う
猶
予
命
令
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
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る
（
（
（

。
但
し
、
裁
判
所
は
、
(a)
犯
罪
者
が
執
行
猶
予
命
令
の
遵
守
事
項
を
遵
守
し
た
範
囲
（the extent to w

hich the offender has 

com
plied w

ith any com
m

unity requirem
ents

）
と
、
(b)
猶
予
期
間
内
に
行
っ
た
罪
に
よ
り
有
罪
と
な
っ
た
場
合
は
そ
の
情
状

（the facts of the subsequent offence

）
を
含
む
全
て
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
猶
予
刑
の
効
力
を
生
じ
さ
せ
る
（
刑
を
執
行
す
る
）

こ
と
が
不
当
で
あ
る
（unjust

）
場
合
を
除
き
、
猶
予
し
た
拘
禁
刑
の
刑
期
を
変
更
せ
ず
に
執
行
す
る
か
、
刑
期
を
よ
り
短
く
し
て

執
行
す
る
命
令
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る（（
（

。

（
２
）　

猶
予
刑
の
一
部
執
行
と
そ
の
基
準

　

こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
、
執
行
猶
予
中
に
再
犯
や
遵
守
事
項
違
反
が
あ
っ
た
場
合
、
猶
予
刑
の
一
部
に
限
っ
て
執
行
す
る

制
度
が
あ
る
。
法
文
上
は
「（
猶
予
）
刑
が
元
の
刑
期
を
よ
り
短
い
刑
期
に
代
え
て
効
力
を
生
じ
る
（take effect

）
よ
う
命
ず
る
」

と
さ
れ
、
制
度
の
説
明
等
で
は
「
猶
予
刑
の
一
部
を
活
性
化
す
る
（activate

）」
と
表
現
さ
れ
た
り
し
て
い
る
よ
う
に
、
猶
予
し
た

刑
の
一
部
を
執
行
す
る
と
い
う
形
を
取
る
が
、
実
質
的
に
は
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
に
相
当
す
る（（（
（

。

　

猶
予
刑
の
全
部
執
行
や
一
部
執
行
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
三
年
刑
事
司
法
法
は
、
裁
判
所
は
犯
罪
者
が
遵
守
事
項
を
遵
守
し
た
程
度
、

又
は
再
犯
の
場
合
は
犯
罪
の
情
状
を
含
む
全
て
の
事
情
を
考
慮
す
る
と
規
定
す
る
に
留
ま
る（（（
（

。
同
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
量
刑
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
評
議
会
（Sentencing Guidelines Council
）
が
二
〇
〇
四
年
に
策
定
し
た
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（（（
（

も
、
特
に
具
体
的
な

基
準
は
示
さ
ず
、
全
部
執
行
か
一
部
執
行
か
に
つ
い
て
も
遵
守
事
項
を
遵
守
し
た
程
度
が
関
連
性
を
有
す
る
こ
と
、
猶
予
期
間
の
終

了
間
際
に
再
犯
を
行
っ
た
場
合
は
、
猶
予
刑
の
執
行
で
は
な
く
、
遵
守
事
項
の
変
更
や
猶
予
期
間
・
監
督
期
間
の
延
長
な
ど
執
行
猶

予
命
令
の
変
更
が
相
当
で
あ
る
こ
と
、
再
犯
が
元
の
犯
罪
よ
り
軽
い
場
合
、
一
部
執
行
か
執
行
猶
予
命
令
の
変
更
が
適
当
で
あ
る
こ

と
、
再
犯
に
対
す
る
刑
が
拘
禁
刑
で
な
い
場
合
、
裁
判
所
は
猶
予
刑
を
執
行
す
る
こ
と
が
相
当
か
ど
う
か
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
規
定

す
る
に
止
め
る（（（
（

。
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た
だ
、
量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
評
議
会
は
、
裁
判
所
命
令
の

違
反
（breach

）
に
対
す
る
制
裁
（
不
良
措
置
）
の
基
準
を

設
け
る
た
め
、
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
や
裁
判
官
へ
の
意
見
調
査

を
実
施
し
、
二
〇
一
六
年
、
裁
判
所
命
令
違
反
に
対
す
る
制

裁
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
参
考
案
を
策
定
・
公
表
し
、
意
見
公
募

を
行
っ
て
い
る（（（
（

。
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
執
行
猶
予
命
令

の
不
良
措
置
に
つ
い
て
、
遵
守
事
項
違
反
と
再
犯
の
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
基
準
を
設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
確
定
版
で
は

な
い
が
、
参
考
に
な
る
。

　

ま
ず
、
遵
守
事
項
違
反
の
場
合
は
、
⑴
執
行
猶
予
命
令
に

対
す
る
総
合
的
な
態
度
及
び
履
行
状
況
並
び
に
既
に
履
行
し

た
遵
守
事
項
の
内
容
、
⑵
既
に
履
行
又
は
一
部
履
行
し
た
遵

守
事
項
の
対
象
者
の
行
動
に
対
す
る
影
響
、
⑶
執
行
猶
予
命

令
の
付
加
か
ら
違
反
ま
で
の
時
間
的
近
接
性
を
考
慮
し
て
遵

守
事
項
の
遵
守
レ
ベ
ル
を
低
、
中
、
高
の
三
段
階
に
分
け
、

不
良
措
置
の
基
準
を
表
１
（
上
段
）
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
再
犯
の
場
合
は
、
表
１
（
下
段
）
の
よ
う
に
、
一

次
的
に
は
再
犯
の
犯
情
を
元
に
不
良
措
置
の
内
容
を
決
め
る

が
、
犯
情
が
軽
い
場
合
に
は
、
遵
守
事
項
の
履
行
状
況
を
考

再犯の内容
遵守事項の
遵守レベル

不良措置

遵
守
事
項
違
反

無し

低レベル 刑期を全部執行

中レベル

無償労働の履行や外出禁止の遵守割合に応じて
刑期の一部執行
遵守事項の追加、猶予期間・監督期間の延長若
しくは罰金の付加又はその併科

高レベル
遵守事項の追加、猶予期間・監督期間の延長又
は罰金の付加

再　

犯

複数の若しくは重大な
再犯又は元の犯罪と類
似し、同程度の再犯

刑期を全部執行

元の犯罪より軽微だが
拘禁刑相当の再犯

低レベル 刑期を全部執行

高レベル
無償労働の履行や外出禁止の遵守割合に応じて
刑期の一部執行

拘禁刑不相当の再犯

無償労働の履行や外出禁止の遵守割合に応じて
刑期の一部執行
遵守事項の追加、猶予期間・監督期間の延長若
しくは罰金の付加又はその併科

表１　イングランド・ウェールズの執行猶予命令（猶予刑）に対する不良措置
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慮
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
ず
、
複
数
再
犯
若
し
く
は
重
大
再
犯
で
あ
る
か
、
元
の
犯
罪
と
同
程
度
の
再
犯
の
場
合
で
も
、
罪
質
が
近

い
場
合
は
、
最
も
重
い
違
反
と
し
て
、
遵
守
事
項
の
状
況
を
考
慮
せ
ず
に
刑
期
の
全
部
を
執
行
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
従
来
の

実
務
で
は
、
再
犯
ま
で
に
無
償
労
働
が
全
て
履
行
さ
れ
て
い
た
り
、
再
犯
ま
で
に
猶
予
期
間
の
殆
ど
が
経
過
し
て
い
た
場
合
に
は
、

刑
期
の
一
部
を
執
行
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
う
な
る
と
、
再
犯
が
よ
り
軽
い
場
合
と
同
じ
扱
い
と

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
評
議
会
は
こ
の
方
針
を
採
用
せ
ず
、
元
の
刑
期
全
部
を
執
行
す
る
こ
と
に
し
た
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
拘
禁
刑
相
当
で
は
あ
る
も
の
の
、
再
犯
が
さ
ほ
ど
重
大
で
な
い
場
合
、
そ
れ
ま
で
に
履
行
し
た
遵
守
事
項
の
割
合

に
応
じ
て
刑
期
の
一
部
を
執
行
す
る
と
し
て
い
る
。
但
し
、
対
象
者
の
更
生
や
社
会
復
帰
に
関
連
し
た
遵
守
事
項
を
履
行
し
て
い
て

も
、
対
象
者
の
行
動
や
態
度
に
変
化
が
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
場
合
は
、
遵
守
レ
ベ
ル
は
低
い
と
見
な
さ
れ
る
。
再
犯
が
拘
禁
刑
不
相

当
な
ほ
ど
軽
微
な
場
合
は
、
た
と
え
遵
守
事
項
の
遵
守
レ
ベ
ル
が
低
い
場
合
で
も
、
猶
予
刑
を
執
行
す
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
評
議
会
は
、
そ
の
例
と
し
て
、
万
引
き
に
対
し
て
猶
予
刑
を
受
け
た
者
が
、
猶
予
期
間
中
に
飲
酒
運
転
を
行
っ
た
ケ
ー
ス

を
挙
げ
て
い
る
。

　

な
お
、
法
は
、
遵
守
事
項
違
反
や
再
犯
が
あ
っ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
猶
予
刑
を
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
が
、「
全

て
の
事
情
を
考
慮
し
て
猶
予
刑
の
執
行
が
不
相
当
で
あ
る
場
合
」
と
い
う
例
外
を
設
け
て
い
る（（（
（

。
不
相
当
か
ど
う
か
の
判
断
は
主
に

遵
守
事
項
の
遵
守
レ
ベ
ル
と
再
犯
の
犯
情
に
よ
る
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
参
考
案
）
は
、
そ
の
他
の
要
因
と
し
て
、
個
人
に
係
る
重

要
な
減
軽
事
由
、
社
会
復
帰
の
現
実
的
な
見
通
し
、
猶
予
刑
の
執
行
が
他
の
者
（
例
え
ば
、
対
象
者
の
家
族
等
）
に
及
ぼ
す
重
大
な
影

響
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

（
３
）　

事
例

　

量
刑
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
評
議
会
は
、
執
行
猶
予
命
令
に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
参
考
案
）
に
お
い
て
不
良
措
置
の
具
体
的
事
例
を
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示
し
て
い
る
。

【
事
案
の
概
要
】

　

Ａ
（
二
八
歳
男
性
）
は
、
譲
渡
目
的
に
よ
る
Ａ
ク
ラ
ス
の
違
法
薬
物
所
持
（
コ
カ
イ
ン
、
ヘ
ロ
イ
ン
、
覚
せ
い
剤
、
Ｌ
Ｓ
Ｄ
等
）
の
罪
で

拘
禁
刑
六
月
執
行
猶
予
二
年
の
判
決
を
受
け
、
一
〇
〇
時
間
の
無
償
労
働
を
含
む
遵
守
事
項
が
設
定
さ
れ
た
。
当
初
は
遵
守
事
項
を
よ
く
遵

守
し
、
最
初
の
六
週
間
で
三
〇
時
間
の
無
償
労
働
を
履
行
し
た
が
、
猶
予
期
間
開
始
か
ら
四
か
月
か
ら
二
か
月
間
は
、
子
供
が
病
気
で
あ
る

と
か
、
臨
時
の
仕
事
が
あ
り
、
妻
子
を
養
う
お
金
が
必
要
と
い
っ
た
様
々
な
言
い
訳
を
し
て
無
償
労
働
に
参
加
し
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
の

正
当
な
理
由
を
示
す
こ
と
が
で
き
ず
、
Ａ
本
人
も
違
反
を
認
め
た
こ
と
か
ら
、
猶
予
期
間
開
始
か
ら
六
か
月
後
に
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー

ビ
ス
に
よ
っ
て
遵
守
事
項
違
反
と
認
定
さ
れ
た
。
Ａ
に
は
、
他
の
罪
に
よ
る
地
域
刑
の
前
科
が
あ
り
、
こ
れ
は
良
好
終
了
し
て
い
る
が
、
他

に
も
暴
行
（com

m
on assault

）
や
万
引
き
に
よ
る
前
科
も
あ
る
。

【
遵
守
事
項
の
遵
守
レ
ベ
ル
】

　

当
初
は
遵
守
事
項
を
よ
く
遵
守
し
、
短
期
間
の
間
に
無
償
労
働
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
を
履
行
し
た
が
、
監
督
期
間
の
最
初
の
四
分
の
一
の
時

点
で
違
反
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
無
償
労
働
の
履
行
状
況
と
執
行
猶
予
命
令
か
ら
違
反
ま
で
の
時
間
的
近
接
性
か
ら
、
遵
守
事
項
の
遵
守
レ

ベ
ル
は
中
程
度
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
不
良
措
置
】

　

猶
予
期
間
は
既
に
上
限
で
あ
る
二
年
が
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
Ａ
が
無
償
労
働
の
一
部
を
履
行

し
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
無
償
労
働
を
延
長
し
て
も
、
履
行
さ
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
。
監
督
期
間
を
延
長
し
て
も
、
違
反
行
為
に

対
し
即
効
性
は
期
待
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
猶
予
さ
れ
て
い
る
拘
禁
刑
を
執
行
す
べ
き
で
あ
る
が
、
無
償
労
働
を
履
行
し
た
分
に
応
じ
て
元

の
刑
期
を
減
軽
す
べ
き
で
あ
る
。



38

法学研究 91 巻 3 号（2018：3）

　

Ａ
は
、
違
反
が
就
労
中
に
起
き
、
被
扶
養
者
た
る
妻
子
も
い
る
と
し
て
、
異
議
を
申
し
立
て
る
可
能
性
が
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
拘

禁
が
他
の
者
に
対
し
著
し
い
影
響
を
与
え
る
か
ど
う
か
を
含
め
拘
禁
刑
の
執
行
が
不
当
と
な
る
よ
う
な
他
の
要
因
も
考
慮
す
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
妻
子
の
存
在
は
既
に
判
決
時
に
関
連
性
有
り
と
し
て
考
慮
し
た
う
え
で
判
決
裁
判
所
は
拘
禁
刑
が
相
当
だ
と
し
て
判
決
を

し
て
い
る
。
仮
に
拘
禁
刑
の
執
行
が
不
当
で
あ
る
と
し
た
場
合
、
不
良
措
置
の
選
択
肢
は
罰
金
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
で
は
違
反
の
重

大
性
に
応
じ
た
も
の
と
は
な
ら
ず
、
既
に
排
除
さ
れ
た
刑
へ
の
修
正
と
い
う
こ
と
に
も
な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
既
に
履
行
し
た
無
償
労
働
に
応
じ
た
減
軽
を
行
っ
た
う
え
で
刑
の
一
部
を
執
行
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
執
行
猶
予
に
対
す
る
不
良
措
置
の
一
つ
と
し
て
猶
予
刑
の
一
部
執
行
を
認
め
て
い
る
が
、
不

良
措
置
の
種
類
や
執
行
割
合
の
決
定
に
お
い
て
は
、
遵
守
事
項
の
違
反
の
程
度
や
再
犯
の
犯
情
と
い
っ
た
行
為
責
任（（（
（

の
重
さ
を
原
則

的
な
基
準
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
参
考
案
）
が
、
執
行
猶
予
命
令
の
違
反
に
対
す
る
不
良
措
置
を
制
裁

（penalty

）
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
再
犯
等
に
至
る
ま
で
更
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
遵
守
事
項
を
比

較
的
よ
く
履
行
し
て
い
た
と
し
て
も
、
本
人
の
更
生
や
行
動
に
変
化
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
遵
守
事
項
の
遵
守
レ
ベ
ル
は
低
い

と
見
な
さ
れ
、
重
い
不
良
措
置
が
取
ら
れ
る
こ
と
や
、
猶
予
刑
の
執
行
が
不
相
当
か
ど
う
か
の
判
断
に
お
い
て
も
社
会
復
帰
の
現
実

的
な
見
通
し
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
責
任
的
な
評
価
だ
け
で
な
く
、
更
生
と
い
う
個
別
予
防
的
な
評

価
が
補
充
的
に
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
拘
禁
刑
の
一
部
執
行
の
目
的
は
、
再
犯
や
遵
守
事
項
違
反
に
対
す
る
制
裁
と
既
に
履
行
し
た
遵
守
事
項
分
の
調
整
が
主

た
る
も
の
で
、
拘
禁
刑
執
行
時
に
社
会
内
処
遇
を
確
保
す
る
と
い
う
目
的
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る（（（
（

。
執
行
さ
れ
な
い
こ
と

と
な
っ
た
拘
禁
刑
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
猶
予
刑
と
し
て
残
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
本
稿
で
提
示
す
る

全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
と
は
性
質
も
目
的
も
異
な
る
。
し
か
し
、
再
犯
の
罪
質
や
犯
情
、
遵
守
事
項
の
履
行
状
況
や
違
反
の

内
容
等
か
ら
執
行
部
分
を
定
め
る
基
準
は
、
我
が
国
に
お
け
る
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
基
準
を
考
え
る
う
え
で
参
考
と
な
ろ
う
。
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２　

カ
ナ
ダ

（
１
）　

条
件
付
刑
制
度
と
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
の
相
違

　

カ
ナ
ダ
で
は
、
一
九
九
六
年
九
月
に
施
行
さ
れ
た
法
律
に
よ
り
刑
事
法
典（（（
（

が
改
正
さ
れ
、
条
件
付
（
拘
禁
）
刑
（conditional 

sentence of im
prisonm

ent

）
と
呼
ば
れ
る
刑
罰
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
拘
禁
刑
の
代
替
刑
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
拘
禁
刑
へ
の

依
存
を
減
ら
す
と
共
に
、
自
ら
が
惹
起
し
た
害
悪
を
犯
罪
者
に
認
識
さ
せ
、
そ
の
損
害
を
回
復
さ
せ
る
修
復
的
司
法
の
理
念
を
量
刑

に
取
り
込
む
こ
と
が
導
入
の
目
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る（（（
（

。
条
件
付
刑
は
、
拘
禁
刑
の
一
種
と
さ
れ
る
が
、
実
際
に
受
刑
者
は
刑
事
施

設
に
収
容
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
条
件
（
遵
守
事
項
）
を
遵
守
し
な
が
ら
社
会
生
活
を
送
る
形
で
執
行
が
行
わ
れ
る
。

　

カ
ナ
ダ
に
は
、
社
会
の
中
で
遵
守
事
項
を
遵
守
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
刑
罰
と
し
て
、
こ
の
条
件
付
刑
の
ほ
か
に
も
プ
ロ
ベ
ー

シ
ョ
ン
（
命
令
）（probation order

）
が
あ
る
。
但
し
、
カ
ナ
ダ
の
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
様
々
な
適
用
方
法
が
あ
る
。
刑
の
必
要

的
下
限
が
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
二
年
以
下
の
自
由
刑
を
科
す
べ
き
と
き
に
、
刑
の
言
渡
し
を
猶
予
し
、
被
告
人
を
条
件
付
で
釈
放

す
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
宣
告
猶
予
（suspended sentence

）
に
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
ほ
か（（（
（

、

罰
金
又
は
二
年
以
下
の
自
由
刑
を
科
す
と
同
時
に
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
付
加
し（（（
（

た
り
、
或
い
は
公
訴
棄
却
（discharge

）
と
す
る
場

合
に
も
付
す
る
こ
と
が
で
き
（
（（
（2
（（
（

る
。
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
期
間
は
、
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い（（（
（

。
宣
告
猶
予
の
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ

ン
中
に
罪
を
犯
し
有
罪
と
な
っ
た
場
合
は
、
命
令
を
取
消
し
て
元
の
罪
に
対
し
て
刑
を
科
す
か
、
特
別
遵
守
事
項
（optional 

conditions

）
を
変
更
し
、
又
は
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
期
間
を
延
長
す
る（（（
（

。
ま
た
、
遵
守
事
項
違
反
自
体

も
犯
罪
で
あ
り
、
正
式
起
訴
犯
罪
と
し
て
四
年
以
下
の
拘
禁
刑
が
科
さ
れ
る
か
、
略
式
起
訴
で
一
年
六
月
若
し
く
は
五
、〇
〇
〇
ド

ル
以
下
の
罰
金
又
は
そ
の
併
科
と
な
る（（（
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
条
件
付
刑
は
、
二
年
以
下
の
自
由
刑
を
科
す
場
合
、
社
会
に
お
け
る
犯
罪
者
の
行
動
を
監
督
す
る
た
め
、
一
定
の
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条
件
に
従
い
、
社
会
の
中
で
刑
に
服
す
る
よ
う
命
ず
る
も
の
で
あ
る（（（
（

。
但
し
、
(a)
社
会
内
で
の
刑
の
執
行
が
社
会
の
安
全
を
損
な
わ

ず
、
量
刑
の
基
本
目
的
や
原
則
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
(b)
拘
禁
刑
の
短
期
が
定
め
ら
れ
て
い
る
犯
罪
で
な
い
こ
と
の
ほ
か
、
正
式

起
訴
で
訴
追
可
能
な
、
最
高
刑
が
一
定
以
上
の
特
定
の
罪
で
な
い
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
る
。
社
会
内
で
生
活
し
な
が
ら
一
定
の
遵
守

事
項
を
遵
守
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
と
い
う
点
で
は
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
同
じ
で
あ
る
が
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
犯
罪
者
の
社
会

復
帰
に
主
眼
を
お
く
の
に
対
し
、
条
件
付
刑
は
、
処
罰
が
主
た
る
目
的
と
さ
れ
、
自
宅
拘
禁
や
夜
間
外
出
と
い
っ
た
よ
り
自
由
制
限

の
強
い
遵
守
事
項
が
「
基
準
と
な
り
、
例
外
で
は
な
い
（the norm

 and not the exception

）」
と
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

　

制
度
的
に
も
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
、
監
督
官
へ
の
一
定
間
隔
の
報
告
義
務
や
滞
留
義
務
が
特
別
遵
守
事
項
（
選
択
的
）
で

あ
る
の
に
対
し（（（
（

、
条
件
付
刑
で
は
法
定
遵
守
事
項
（
必
要
的
）
と
な
っ
て
い
る
ほ
か（（（
（

、
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
特
別
遵
守
事

項
と
し
て
設
定
す
る
と
き
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
は
被
告
人
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
条
件
付
刑
に
は
必
要
な
い
な
ど
の
違

い
が
あ
（
（（
（3
（（
（

る
。

（
２
）　

遵
守
事
項
違
反
に
対
す
る
不
良
措
置

　

正
当
な
理
由
な
く
条
件
付
刑
の
遵
守
事
項
に
違
反
し
た
場
合
に
取
り
得
る
不
良
措
置
は
、
(a)
不
処
分
（
不
良
措
置
を
取
ら
な
い
こ

と
）、
(b)
特
別
遵
守
事
項
の
変
更
、
(c)
条
件
付
刑
を
「
停
止
」（suspend

）
し（（（
（

、
未
執
行
分
（
期
間
未
経
過
分
）
の
一
部
の
期
間
、
刑

事
施
設
に
収
容
し
、
条
件
付
刑
を
、
特
別
遵
守
事
項
を
変
更
の
う
え
又
は
変
更
な
し
に
、
拘
禁
か
ら
の
釈
放
時
点
で
再
開
す
る
、
(d)

条
件
付
刑
を
終
了
さ
せ
、
刑
の
満
了
ま
で
拘
禁
に
付
す
る
の
い
ず
れ
か
で
あ
る（（（
（

。
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
命
令
付
宣
告
猶
予
の
不
良
措
置

と
異
な
る
の
は
、
条
件
付
刑
が
社
会
の
中
で
拘
禁
刑
を
執
行
す
る
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
従
っ
て
、
刑
罰
の
執

行
を
猶
予
す
る
我
が
国
の
全
部
執
行
猶
予
と
は
異
な
る
が
、
拘
禁
刑
を
刑
事
施
設
の
中
で
執
行
す
る
不
良
措
置
を
取
る
場
合
も
、
残

刑
期
間
の
全
て
を
執
行
す
る
の
で
な
く
、
そ
の
一
部
に
限
っ
て
執
行
す
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
に
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通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
社
会
の
中
で
条
件
付
刑
の
執
行
を
受
け
て
い
る
者
が
他
の
罪
に
よ
り
実
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
罪
が

い
つ
行
わ
れ
た
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
実
刑
が
執
行
さ
れ
て
い
る
間
、
条
件
付
刑
は
「
停
止
」（suspended

）
さ
れ
、
他
の
実
刑
の
執

行
が
終
わ
っ
た
時
点
か
ら
執
行
が
再
開
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

　

条
件
付
刑
の
遵
守
事
項
違
反
や
不
良
措
置
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た
資
料
し
か
な
い
が
、
ア
ル
バ
ー
タ
州
を
含
む
四
州
の
条
件
付

刑
に
関
す
る
調
査
に
拠
る
と
、
ア
ル
バ
ー
タ
州
と
ノ
バ
ス
コ
シ
ア
州
の
遵
守
事
項
違
反
率
が
三
一
％
と
二
二
％
、
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン

州
と
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
州
の
再
拘
禁
率
（
遵
守
事
項
違
反
に
よ
る
条
件
付
刑
の
停
止
と
終
了
）
が
三
九
％
と
二
三
％
と
な
っ

て
い
る（（（
（

。
不
良
措
置
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
よ
り
更
に
古
い
資
料
と
な
る
が
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
、
遵
守
事
項
違
反
の
う
ち

二
八
％
が
不
処
分
で
、
二
二
％
が
遵
守
事
項
の
変
更
、
二
三
％
が
残
刑
期
の
拘
禁
（
条
件
付
刑
取
消
し
）
で
、
二
七
％
が
一
部
拘
禁

（
条
件
付
刑
の
停
止
）
と
す
る
も
の
が
あ
る（（（
（

。
こ
れ
に
よ
る
限
り
、
条
件
付
刑
の
一
部
執
行
は
比
較
的
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か

な
よ
う
で
あ
る
。

　

但
し
、
一
部
拘
禁
の
場
合
、
残
刑
期
間
の
う
ち
ど
の
程
度
の
割
合
を
拘
禁
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
基
準
に
基
づ
い
て

そ
の
割
合
を
決
め
て
い
る
か
は
、
具
体
的
な
資
料
が
な
く
、
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
、
遵
守
事
項
違
反
の
疑
い
が
あ
る
場
合
に
裁
判

所
に
よ
る
違
反
手
続
に
移
行
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
お
い
て
、
保
護
観
察
官
は
、
再
度
の
違
反
を
防
止
す
る
必
要
性
、
社
会
の
保

護
、
犯
罪
者
の
責
任
、
犯
罪
者
の
所
在
を
考
慮
し
（
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
・
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
州
）、
或
い
は
犯
罪
者
の
状
態
や
刑
の

執
行
中
の
変
化
、
再
犯
の
危
険
性
、
違
反
の
重
大
性
を
評
価
す
る
（
ケ
ベ
ッ
ク
州
）
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（（（
（

、
こ
う
し
た
観
点
に

基
づ
い
て
執
行
す
る
拘
禁
期
間
を
定
め
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
カ
ナ
ダ
の
条
件
付
刑
は
、
実
質
的
に
は
執
行
猶
予
的
な
制
度
で
あ
っ
て
も
、
形
式
的
に
は
そ
う
で
は
な
く
、
遵
守
事

項
を
遵
守
し
な
が
ら
社
会
生
活
を
送
る
な
か
で
刑
期
が
進
行
し
て
い
く
た
め
、
比
較
的
早
い
時
点
で
遵
守
事
項
に
違
反
す
れ
ば
、
刑
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期
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
拘
禁
す
る
期
間
に
は
幅
が
あ
る
が
、
残
刑
期
間
が
少
な
い
時
点
で
遵
守
事
項
違
反
と
な
れ
ば
、
余
程
悪
質

な
違
反
で
な
け
れ
ば
、
残
り
僅
か
な
期
間
だ
け
拘
禁
す
る
こ
と
に
制
裁
や
処
遇
と
し
て
の
意
味
が
な
い
こ
と
か
ら
、
遵
守
事
項
の
変

更
等
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

Ⅲ　

全
部
執
行
猶
予
一
部
取
消
し
の
意
義

１　

刑
の
調
整

　

日
本
で
も
、
こ
れ
ま
で
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
に
関
す
る
主
張
が
僅
か
な
が
ら
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
再
犯

に
よ
る
後
刑
と
全
部
執
行
猶
予
の
前
刑
（
取
消
刑
）
の
二
刑
持
ち
と
な
る
こ
と
で
刑
が
重
く
な
り
過
ぎ
る
の
を
避
け
る
こ
と
を
意
図

し
た
も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。

　

確
か
に
、
全
部
執
行
猶
予
の
量
刑
に
お
い
て
は
、
全
部
実
刑
と
す
る
場
合
よ
り
も
、
刑
期
を
や
や
長
く
す
る
こ
と
が
一
般
的
な
傾

向
で
あ
る
こ
と
か
ら（（（
（

、
全
部
執
行
猶
予
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
、
や
や
長
い
全
部
実
刑
と
な
り
得
る
。
ま
た
、
再
犯
に
対
す
る
量
刑

は
、
全
部
執
行
猶
予
が
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
刑
を
や
や
軽
く
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
、
全
部
執
行
猶

予
中
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敢
え
て
再
犯
に
至
っ
た
と
い
う
犯
情
か
ら
重
い
行
為
責
任
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
後
刑
が
大
幅
に

軽
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
に
、
全
部
執
行
猶
予
が
全
部
取
り
消
さ
れ
た
取
消
刑
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
比
較
的
長
い

刑
期
と
な
っ
て
し
ま
う
。
幾
ら
再
犯
を
行
っ
た
者
の
責
任
と
は
言
え
、
前
刑
も
含
め
て
一
度
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
折
角
、

全
部
執
行
猶
予
中
に
築
き
か
け
た
雇
用
関
係
や
人
間
関
係
が
長
い
実
刑
の
執
行
に
よ
っ
て
御
破
算
と
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
現
行

の
執
行
率
に
よ
る
限
り
、
仮
釈
放
に
よ
る
早
期
の
釈
放
に
も
限
度
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
を
認
め
る
こ

と
で
、
後
刑
と
併
せ
た
全
体
の
刑
の
重
さ
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
考
え
方
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
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２　

取
消
事
由
と
不
良
措
置
の
均
衡

　

し
か
し
、
行
為
責
任
と
個
別
予
防
に
応
じ
て
刑
を
量
定
し
、
善
行
保
持
を
条
件
と
し
て
刑
の
執
行
を
猶
予
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
条
件
に
違
反
し
た
以
上
、
再
犯
に
対
す
る
後
刑
と
合
わ
さ
る
こ
と
で
刑
が
重
く
な
り
過
ぎ
る
か
ら
と
い
っ
て
前
刑
の
執
行
を
一

部
に
止
め
る
べ
き
と
い
う
理
屈
は
説
得
力
に
欠
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
純
粋
な
遵
守
事
項
違
反
に
は
再
犯
に
対
す
る
後
刑

が
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
も
そ
も
、
こ
う
し
た
理
屈
は
通
用
し
な
い
。

　

そ
こ
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
、
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
事
由
に
該
当
す
る
よ
う
な
再
犯
や
遵
守
事
項
違
反
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
再
犯
や
違
反
に
は
「
程
度
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
応
じ
て
取
消
し
の
「
量
定
」
を
行
う
こ
と
に
根
拠
を
求
め
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
我
が
国
の
場
合
、
必
要
的
取
消
し
と
裁
量
的
取
消
し
と
い
う
段
階
は
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
禁
錮
以
上

の
刑
が
確
定
し
た
場
合
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
犯
罪
や
刑
期
で
あ
っ
て
も
、
一
律
全
部
取
消
し
と
な
っ
て
し
ま
う
（
但
し
、
刑
法

第
二
六
条
の
二
第
二
号
の
遵
守
事
項
違
反
の
場
合
は
異
な
る
）。
し
か
し
、
比
較
的
軽
微
な
犯
罪
の
場
合
、
全
部
執
行
猶
予
の
全
て
を
取

り
消
す
こ
と
が
不
良
措
置
と
し
て
重
す
ぎ
る
と
い
う
場
合
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
量
刑
に
お
け
る
罪
刑
均
衡
の
原
則
や
比
例
原
則
の

よ
う
に
、
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
し
の
場
合
も
、
再
犯
の
罪
に
応
じ
て
取
消
し
の
割
合
を
決
め
る
と
い
う
理
屈
が
成
り
立
と
う
。

　

遵
守
事
項
違
反
の
場
合
に
も
、
違
反
に
は
「
程
度
」
の
差
が
当
然
に
あ
る
。
も
っ
と
も
、
我
が
国
の
場
合
、
全
部
執
行
猶
予
を
取

り
消
す
に
は
、
自
力
更
生
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
情
状
が
重
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
一
部
取
消
し
の
よ
う

な
事
態
が
想
定
し
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
情
状
が
重
い
場
合
と
い
え
ど
、
全
部
取
り
消
す
べ
き
場
合
と
、
一
部
取
り
消

し
に
止
め
る
場
合
を
観
念
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
ま
し
て
や
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
遵
守
事
項
違
反
の
情
状
が
極
端
に
重
い
場
合
に

し
か
取
消
し
が
行
わ
れ
て
い
な
い
運
用
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
尚
更
で
あ
る
。

　

ま
た
、
全
部
執
行
猶
予
に
付
さ
れ
る
保
護
観
察
に
も
不
利
益
処
分
と
し
て
の
性
質
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
不
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良
措
置
が
取
ら
れ
る
ま
で
対
象
者
が
専
門
的
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
社
会
貢
献
活
動
を
履
行
し
て
い
た
場
合
、
そ
の
分
だ
け
全
部
執
行

猶
予
の
取
消
刑
か
ら
減
じ
る
と
い
う
理
屈
も
成
り
立
ち
得
る
。
遵
守
事
項
違
反
の
程
度
に
は
、
違
反
の
重
さ
の
ほ
か
に
、
こ
れ
ま
で

に
遵
守
し
て
き
た
遵
守
事
項
の
期
間
や
内
容
の
評
価
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
っ
て
、「
違
反
」
の
程
度
は
、
裏
返
せ
ば
、「
遵
守
」
の
程

度
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　

本
来
、
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
し
に
は
、
再
犯
や
遵
守
事
項
違
反
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
の
側
面
と
、
自
力
更
生
が
困
難
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
予
防
的
対
応
と
い
う
側
面
の
両
面
が
あ
る（（（
（

。
再
犯
や
遵
守
事
項
違
反
に
程
度
の
差
が
あ
る
こ
と
を
一
部
取
消
し
の
根

拠
と
す
る
考
え
方
は
、
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
し
を
違
反
に
対
す
る
制
裁
と
捉
え
る
と
い
う
前
者
の
側
面
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
に
つ
い
て
い
え
ば
、
遵
守
事
項
違
反
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
制
裁
と
し
て
直
ち
に
全
部
執

行
猶
予
を
取
り
消
し
て
刑
を
執
行
す
る
の
は
「
あ
る
意
味
保
護
観
察
の
自
己
否
定
で
あ
っ
て
、
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
と
も
言
え

る
（
（（
（

」。
保
護
観
察
中
に
問
題
が
生
じ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
適
期
と
し
て
処
遇
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
本
来
の
社
会
内

処
遇
の
意
義
の
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
（
比
較
的
軽
微
な
）
再
犯
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
再

犯
や
違
反
が
あ
っ
て
も
全
部
執
行
猶
予
が
取
り
消
さ
れ
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
対
象
者
の
自
力
更
生
に
よ
る
全
部
執
行

猶
予
制
度
の
実
効
性
を
担
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
確
か
で
あ
り
、
再
犯
や
遵
守
事
項
違
反
が
あ
っ
た
と
き
に
「
適
切

に
刑
を
執
行
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
軽
視
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る（（（
（

」。
た
だ
、
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
再
犯
や
違
反
の

程
度
に
よ
っ
て
は
、
全
部
を
取
り
消
す
場
合
以
外
に
、
一
部
を
取
り
消
す
と
い
う
新
た
な
選
択
肢
を
認
め
る
こ
と
で
、
制
裁
と
し
て

の
取
消
し
に
お
い
て
も
、
柔
軟
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

３　

施
設
内
処
遇
と
社
会
内
処
遇
の
有
機
的
連
携
─
─
社
会
内
処
遇
期
間
の
確
保
─
─

　

し
か
し
、
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
に
は
、
取
消
制
度
の
も
う
一
つ
の
側
面
で
あ
る
犯
罪
予
防
と
い
う
観
点
か
ら
の
よ
り
積
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極
的
な
意
義
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
が
冒
頭
で
指
摘
し
た
社
会
内
処
遇
期
間
の
確
保
で
あ
る
と

考
え
る
。
即
ち
、
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
事
由
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
受
刑
者
は
全
部
執
行
猶
予
だ
け
で
は
更
生
を
為
し
え
な
か
っ

た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
取
消
し
は
免
れ
ら
れ
な
い
し
、
取
消
刑
の
執
行
に
よ
り
刑
事
施
設
に
お
い
て
矯
正
処
遇
を
実
施
す
る
必

要
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
全
部
執
行
猶
予
を
完
全
に
取
り
消
し
て
し
ま
え
ば
、
通
常
の
全
部
実
刑
と
な
り
、
後
刑
と
し
て
刑
の
一
部

執
行
猶
予
が
言
い
渡
さ
れ
る
か
、
刑
の
執
行
に
お
い
て
仮
釈
放
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
満
期
釈
放
と
な
っ
て
、
社
会
内
処
遇
を
行

う
機
会
が
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
に
限
っ
て
取
り
消
し
、
猶
予
刑
と
新
た
な
猶
予
期
間
を
設
定
す

る
こ
と
で
、
実
刑
部
分
の
執
行
に
続
き
社
会
内
処
遇
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

社
会
内
処
遇
に
失
敗
し
た
の
に
、
再
び
社
会
内
処
遇
に
期
待
を
か
け
る
の
は
お
か
し
い
と
の
批
判
も
あ
り
得
よ
う
。
し
か
し
、
社

会
内
処
遇
に
失
敗
し
た
と
は
い
っ
て
も
、
単
純
執
行
猶
予
の
場
合
、
そ
れ
は
保
護
観
察
に
も
付
さ
ず
、
本
人
の
自
助
努
力
だ
け
の
消

極
的
な
社
会
処
遇
に
過
ぎ
な
い（（（
（

。
従
っ
て
、
刑
事
施
設
か
ら
釈
放
さ
れ
る
際
に
は
よ
り
積
極
的
な
社
会
内
処
遇
で
あ
る
保
護
観
察
を

通
じ
て
、
よ
り
確
実
な
更
生
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
仮
釈
放
で
は
残
刑
期
間
し
か
保
護
観
察
を
行
い
得
ず
、
ま
し

て
や
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
刑
の
場
合
、
三
年
以
下
の
実
刑
で
あ
り
、
再
犯
に
対
す
る
後
刑
次
第
で
は
あ
る
が
、
刑
期
の
長
さ
か
ら

い
っ
て
、
短
い
保
護
観
察
期
間
し
か
確
保
で
き
な
い
可
能
性
が
高
い
。
ま
し
て
や
、
満
期
釈
放
と
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
釈
放
後
何
ら

の
指
導
監
督
や
補
導
援
護
も
行
わ
れ
ず
、
更
生
が
更
に
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
全
部
執
行
猶
予
が
功
を
奏
さ
な
か
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
矯
正
処
遇
に
続
い
て
社
会
内
処
遇
を
行
う
こ
と
に
意
味
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
当

初
の
全
部
執
行
猶
予
に
保
護
観
察
が
付
さ
れ
て
い
た
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
。
む
し
ろ
、
全
部
執
行
猶
予
が
功
を
奏
さ
な
か
っ
た
か

ら
こ
そ
、
再
（
々
）
犯
を
防
ぐ
た
め
に
、
矯
正
処
遇
と
社
会
内
処
遇
の
連
携
が
必
要
な
の
で
あ
る（（（
（

。
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
に
限
っ

て
取
消
す
こ
と
で
、
実
刑
部
分
執
行
後
の
社
会
内
処
遇
の
期
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
が
全
部
執
行
猶
予
一
部
取
消
し
の

最
大
の
眼
目
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
を
提
案
し
、
同
制
度
を
喩
え
て
「
刑
の
『
裏
』
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一
部
執
行
猶
予
」
と
呼
ぶ
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

Ⅳ　

全
部
執
行
猶
予
一
部
取
消
し
の
類
型
（
対
象
者
）

１　

再
犯
─
─
後
刑
が
全
部
実
刑
の
場
合
─
─

　

全
部
執
行
猶
予
の
取
消
事
由
に
は
、
大
別
し
て
、
再
犯
（
全
部
執
行
猶
予
確
定
前
の
犯
罪
を
含
む
）
に
よ
る
刑
の
確
定
と
遵
守
事
項

違
反
が
あ
る
が
、
実
務
に
お
い
て
圧
倒
的
に
多
い
の
は
、
刑
法
第
二
六
条
一
号
の
再
犯
に
よ
る
禁
錮
以
上
の
刑
が
確
定
し
た
場
合
で

あ
る
。
こ
の
場
合
、
後
刑
と
取
消
刑
（
前
刑
）
の
二
つ
の
自
由
刑
が
執
行
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
二
刑
持
ち
で
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
後
刑
が
全
部
実
刑
の
場
合
は
二
つ
の
全
部
実
刑
と
な
り
、
後
刑
が
一
部
執
行
猶
予
の
場
合
は
、
全
部
実
刑
と
一
部
執

行
猶
予
の
二
刑
と
な
る
。
後
者
の
場
合
に
は
、
施
設
内
処
遇
と
社
会
内
処
遇
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
施
設
内
処
遇
と

社
会
内
処
遇
の
有
機
的
連
携
と
い
う
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
の
意
義
に
最
も
適
う
の
は
後
刑
が
全
部
実
刑
と
な
る
場
合
で
あ

る
（
図
２
）。
つ
ま
り
、
再
犯
に
対
し
再
度
の
全
部
執
行
猶
予
も
刑
の
一
部
執
行
猶
予
も
科
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
相
当
で
な
い

場
合
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

例
と
し
て
は
、
本
件
が
初
犯
の
覚
せ
い
剤
の
単
純
使
用
で
、
使
用
回
数
も
少
な
か
っ
た
た
め
、
全
部
執
行
猶
予
と
な
っ
た
が
、
猶

予
期
間
中
に
、
遊
ぶ
金
欲
し
さ
か
ら
事
務
所
に
侵
入
し
て
現
金
を
盗
む
と
い
う
窃
盗
を
働
い
た
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で

の
一
部
執
行
猶
予
の
量
刑
に
よ
れ
ば
、
単
純
窃
盗
に
対
す
る
専
門
的
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
な
い
こ
と
か
ら
、
必
要
性
が
認
め
ら
れ
ず
、

全
部
実
刑
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
こ
で
、
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
に
限
っ
て
取
り
消
す
こ
と
で
、
猶
予
刑
と
猶
予
期
間
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

再
犯
の
宣
告
刑
は
比
較
的
短
い
も
の
の
、
犯
情
が
悪
く
、
相
当
性
が
な
い
と
し
て
、
刑
の
一
部
執
行
猶
予
を
科
さ
な
い
場
合
も
考
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え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
迷
惑
行
為
防
止
条
例
違
反
（
痴
漢
）
に
対
す
る
懲
役

六
月
の
全
部
執
行
猶
予
中
に
、
未
成
年
者
に
対
し
路
上
で
の
強
制
わ
い
せ
つ

を
行
っ
た
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
案
に
つ
い
て
は
、
宣
告
刑
が

三
年
を
超
え
る
場
合
も
あ
ろ
う
が
、
た
と
え
三
年
以
下
で
あ
る
と
し
て
も
、

再
犯
の
犯
情
が
悪
く
、
一
部
執
行
猶
予
が
相
当
で
な
い
と
さ
れ
、
実
刑
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
。

２　

再
犯
─
─
後
刑
が
罰
金
の
場
合
─
─

　

刑
法
は
、
再
犯
に
対
し
て
罰
金
が
確
定
し
た
場
合
を
裁
量
的
取
消
事
由
と

す
る
（
第
二
六
条
の
二
第
一
項
）。
実
務
で
は
罰
金
の
確
定
に
よ
る
全
部
執
行

猶
予
の
取
消
し
件
数
は
極
め
て
少
な
い
し
、
裁
量
的
取
消
事
由
で
あ
る
の
で
、

全
部
執
行
猶
予
を
取
り
消
さ
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
道
路
交
通

法
違
反
で
起
訴
さ
れ
、
罰
金
と
な
る
こ
と
で
、
全
部
執
行
猶
予
が
取
り
消
さ

れ
る
よ
う
な
例
も
あ
る
た
め
、
再
犯
の
内
容
に
応
じ
て
、
全
部
執
行
猶
予
の

一
部
に
限
っ
て
取
り
消
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
罰
金
に
よ
る
一
部
取
消
し

も
、
社
会
内
処
遇
期
間
の
確
保
が
主
た
る
目
的
で
あ
る
が
、
刑
の
軽
さ
か
ら
、

取
消
事
由
の
程
度
と
不
良
措
置
の
均
衡
と
い
う
面
も
強
い
。

猶予刑
猶予期間（保護観察あり／なし）

3年

×再犯　★後刑確定1年6月

取消刑

6月
×

一部取消刑 猶予刑

6月1年

1年6月

猶予期間（保護観察あり）

★

再犯に対する全部実刑

2年

再犯に対する全部実刑

2年

2年

⎩―⎨―⎧

⎩―⎨―⎧
⎩―⎨⎧

⎩―⎨―⎧

⎩―⎨―⎧

⎩―⎨―⎧

⎩―⎨―⎧⎩⎨⎧

⎩―⎨―⎧

全部取消し

一部取消し

図２　全部執行猶予一部取消し──再犯が全部実刑の場合──
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３　

再
犯
─
─
後
刑
が
一
部
執
行
猶
予
の
場
合
─
─

　

再
犯
に
対
す
る
後
刑
が
一
部
執
行
猶
予
で
あ
る
場
合
、
施
設
内
処
遇
と
社
会
内
処
遇
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
全
部

執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
を
行
う
必
要
性
は
余
り
認
め
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
懲
役
一
年
六
月
全
部
執
行
猶
予
三
年
の
者
が
猶
予
期

間
中
に
再
犯
を
行
い
、
再
犯
に
対
し
て
懲
役
二
年
六
月
、
そ
の
う
ち
懲
役
六
月
の
執
行
を
二
年
間
猶
予
す
る
刑
の
一
部
執
行
猶
予
を

言
渡
し
た
場
合
、
実
際
の
刑
の
執
行
は
図
３
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
後
刑
（
刑
の
一
部
執
行
猶
予
）
の
確
定
に
よ
り
、
そ
の
執
行
が

開
始
さ
れ
、
後
日
、
後
刑
の
確
定
を
受
け
て
前
刑
（
懲
役
一
年
六
月
）
が
取
り
消
さ
れ
る
。
通
常
は
、
後
刑
の
実
刑
部
分
に
続
い
て

前
刑
た
る
取
消
刑
の
執
行
が
行
わ
れ
た
後
に
釈
放
さ
れ
（
刑
法
第
二
七
条
の
二
第
三
項
）、
以
後
、
刑
の
一
部
執
行
猶
予
に
よ
る
猶
予

期
間
が
進
行
す
る
こ
と
に
な
る
（
図
３
の
①（

（（
（

）。
図
３
で
は
後
刑
の
実
刑
部
分
と
前
刑
の
執
行
後
に
は
二
年
（
制
度
上
は
一
年
以
上
五

年
以
下
）
と
い
う
猶
予
期
間
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
保
護
観
察
を
付
す
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
社
会
内
処
遇
の
期
間
が
既
に
確
保

さ
れ
て
お
り
、
敢
え
て
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
を
行
う
必
要
は
一
応
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

但
し
、
そ
う
し
た
必
要
性
は
全
く
な
い
か
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
前
刑
の
取
消
刑

が
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
刑
の
一
部
執
行
猶
予
の
実
刑
部
分
が
長
く
な
り
、
加
え
て
猶
予
刑
と
の
比
率
も
異
な
っ
た
も
の

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
後
刑
た
る
刑
の
一
部
執
行
猶
予
の
量
定
に
当
た
っ
て
は
被
告
人
（
全
部
執
行
猶
予
対
象
者
）
の
行
為
責
任
を

中
心
と
し
予
防
的
要
素
を
僅
か
に
考
慮
し
て
宣
告
刑
の
刑
期
、
猶
予
刑
の
割
合
、
猶
予
期
間
の
長
さ
、
保
護
観
察
の
有
無
を
判
断
す

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
、
前
刑
が
取
り
消
さ
れ
て
合
わ
せ
て
執
行
さ
れ
る
こ
と
も
一
定
の
範
囲
で
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
は
、
後
刑
が
全
部
実
刑
で
あ
る
場
合
と
異
な
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
再
犯
に
対
す
る
刑
事
責

任
を
中
心
に
量
刑
を
行
う
以
上
、
前
刑
の
執
行
を
過
度
に
評
価
す
る
こ
と
に
は
当
然
躊
躇
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
特
に
、
実
刑
部
分

と
猶
予
刑
の
比
率
に
関
し
て
は
再
犯
に
対
す
る
行
為
責
任
を
中
心
に
（
予
防
の
必
要
性
を
若
干
考
慮
し
て
）
量
定
す
る
こ
と
に
な
る（（（
（

。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
前
刑
た
る
取
消
刑
の
実
刑
が
加
わ
る
た
め
、
二
刑
を
合
わ
せ
た
場
合
、
想
定
し
た
実
刑
部
分
と
猶
予
刑
の
割
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合
よ
り
実
刑
部
分
が
長

い
刑
と
な
る
。
図
３
で

掲
げ
た
例
で
言
え
ば
、

後
刑
が
実
刑
部
分
二
年
、

猶
予
刑
六
月
と
四
対
一

の
割
合
（
猶
予
刑
二

〇
％
）
と
な
っ
て
い
る

が
、
取
消
刑
一
年
六
月

が
加
わ
る
分
、
実
質
的

に
は
実
刑
部
分
三
年
六

月
、
猶
予
刑
六
月
の
七

対
一
（
猶
予
刑
一
二
・

五
％
）
と
い
う
一
部
執

行
猶
予
と
な
る
。
こ
れ

で
も
全
く
問
題
は
な
い

が
、
一
部
執
行
猶
予
に

お
い
て
想
定
し
た
猶
予

率
（
猶
予
刑
の
比
率
）

か
ら
は
外
れ
る
こ
と
に

猶予刑
猶予期間（保護観察あり／なし）

3年

×再犯　★後刑確定1年6月

6月
×

猶予期間（保護観察あり／なし）

★

3年

猶予期間（保護観察あり）

猶予刑 猶予刑

2年

一部取消刑
（実刑部分）再犯に対する一部猶予（実刑部分）

6月1年2年 6月

実刑部分合計
3年

猶予刑合計
1年

猶予刑取消刑再犯に対する一部猶予（実刑部分）

猶予期間（保護観察あり／なし）

2年

2年 6月1年6月

3年6月

猶予刑 取消刑再犯に対する一部猶予（実刑部分）

猶予期間（保護観察あり／なし）

2年

2年 6月 1年6月

2年6月

①

②

⎩―⎨―⎧

⎩―⎨―⎧
⎩―⎨⎧

⎩―⎨―⎧⎩⎨⎧⎩―⎨―⎧

⎩―⎨―⎧

⎩―⎨―⎧

⎩―⎨―⎧ ⎩⎨⎧⎩―⎨―⎧
⎩―⎨―⎧

⎩―⎨―⎧

⎩―⎨―⎧ ⎩⎨⎧⎩―⎨―⎧
⎩―⎨―⎧

⎩―⎨―⎧

⎩⎨⎧
⎩―⎨―⎧

⎩―⎨―⎧

全部取消し

一部取消し

全部取消し

図３　全部執行猶予一部取消し──再犯が刑の一部執行猶予の場合──
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な
る
。
そ
こ
で
、
一
年
六
月
の
前
刑
の
う
ち
一
年
に
つ
い
て
取
消
し
、
六
月
を
猶
予
刑
と
す
れ
ば
、
全
体
と
し
て
、
実
刑
部
分
三
年
、

猶
予
刑
一
年
（
猶
予
刑
二
五
％
）
と
い
う
一
部
執
行
猶
予
と
な
る
（
図
３
の
②
。
後
刑
と
全
く
同
じ
比
率
に
す
る
こ
と
も
可
能
）。
こ
の

場
合
、
二
つ
の
猶
予
期
間
が
一
部
重
複
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
現
在
の
再
度
の
全
部
執
行
猶
予
の
場
合
も
、
こ
う
し
た
猶
予
期
間
の

重
複
が
起
き
て
い
る
の
で
問
題
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
を
す
る
こ
と
で
、
後
刑
の
一
部
執
行
猶
予

の
猶
予
率
に
近
付
け
る
こ
と
は
で
き
る
。

４　

遵
守
事
項
違
反
の
場
合

　

遵
守
事
項
違
反
に
よ
る
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
し
は
極
め
て
少
な
く
、
し
か
も
、
そ
の
多
く
は
純
粋
な
遵
守
事
項
違
反
で
は
な
く
、

再
犯
を
善
行
保
持
義
務
と
い
う
遵
守
事
項
違
反
と
し
て
取
り
消
す
場
合
で
あ
る（（（
（

。
再
犯
に
よ
る
刑
が
確
定
し
た
場
合
で
も
全
部
執
行

猶
予
の
一
部
取
消
し
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
再
犯
を
遵
守
事
項
違
反
と
し
て
取
り
消
す
場
合
で
も
一
部
取
消
し
を
認
め
る
こ
と
に

異
論
は
な
か
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、
再
犯
以
外
の
純
粋
な
遵
守
事
項
違
反
に
よ
る
取
消
し
は
、
違
反
の
情
状
が
重
い
場
合
と
さ
れ
て
お
り
、
判
例
上
、

「
遵
守
事
項
違
反
の
事
実
が
あ
り
、
そ
の
違
反
が
そ
の
内
容
、
本
人
の
生
活
態
度
全
般
か
ら
み
て
自
力
更
生
意
欲
の
不
足
な
い
し
欠

如
に
基
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
保
護
観
察
に
よ
る
指
導
援
助
を
継
続
し
て
も
自
力
更
生
を
期
し
難
い
場
合
を
い
う
」
も
の
と
さ
れ
て

い
る（（（
（

。
こ
う
し
た
場
合
に
は
、
保
護
観
察
と
い
う
社
会
内
処
遇
が
功
を
奏
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
全
部
執
行
猶
予
は
取
り
消

さ
ざ
る
を
得
な
い
と
し
て
も
、
取
消
刑
に
続
い
て
社
会
内
処
遇
の
期
間
を
確
保
す
る
必
要
性
は
遵
守
事
項
違
反
の
場
合
に
お
い
て
も

変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

　

さ
ら
に
、
翻
っ
て
考
え
る
に
、
従
来
の
遵
守
事
項
違
反
に
よ
る
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
基
準
や
運
用
が
果
た
し
て
妥
当
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
か
も
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
全
部
執
行
猶
予
取
消
決
定
に
対
す
る
即
時
抗
告
の
決
定
例
を
見
て
い
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る
と
、
ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
取
り
消
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
い
う
ほ
ど
情
状
が
重
い
も
の
が
少
な
く
な
い
。
実
務
に
お
い
て
遵
守
事
項

違
反
に
よ
る
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
し
が
殆
ど
な
く
、
再
犯
に
よ
る
取
消
し
が
大
半
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
も
、
裏
返
せ
ば
、

遵
守
事
項
違
反
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
無
断
外
泊
や
指
導
監
督
の
無
視
と
い
っ
た
軽

度
の
遵
守
事
項
違
反
に
対
し
て
何
と
か
指
導
を
継
続
し
て
い
た
も
の
の
、
取
消
し
の
時
期
を
逃
し
た
た
め
、
再
犯
に
至
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う（（（
（

。
軽
度
の
遵
守
事
項
違
反
に
対
し
的
確
な
対
応
を
取
ら
な
い
こ
と
が
本
人
に
対
す
る
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
な
っ
て
い
な
い
か
も
危
惧
さ
れ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
形
式
的
な
遵
守
事
項
違
反
を
も
っ
て
全
部
執
行
猶
予
を
取
り
消
す
よ
う

な
硬
直
的
な
制
度
や
運
用
は
適
当
で
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
運
用
は
取
消
し
を
重
い
遵
守
事
項
違
反
に
限
っ
て
い
な
い
仮
釈
放
後
の

保
護
観
察
で
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
遵
守
事
項
違
反
の
内
容
に
応
じ
て
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
を
認
め
る
制
度
を

設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遵
守
事
項
違
反
に
対
し
よ
り
適
切
な
時
点
で
取
消
手
続
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
な
い
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
を
厳
罰
化
と
見
る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
遵
守
事
項
違
反
を
見
逃
し
て
い
る
う
ち
に
（
勿
論
、
指
導
は
行
っ
て
い
る
）、

結
局
、
再
犯
を
犯
し
て
し
ま
え
ば
、
被
害
者
に
と
っ
て
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
し
、
結
局
、
保
護
観
察
対
象
者
本
人
に
も
よ
り
厳
し

い
刑
罰
が
待
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
早
期
介
入
に
よ
り
、
そ
う
し
た
事
態
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

Ⅴ　

全
部
執
行
猶
予
一
部
取
消
し
の
要
件

１　

再
犯
に
対
す
る
宣
告
刑

　

現
行
の
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
し
は
、
再
犯
や
余
罪
に
つ
い
て
は
刑
が
確
定
す
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
お
り
、
遵
守
事
項
違
反

に
つ
い
て
は
、
違
反
の
存
在
と
、
そ
の
情
状
が
重
い
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る（（（
（

。
し
か
し
、
全
部
執
行
猶
予
に
、
全
部
取
消
し
の

ほ
か
、
一
部
取
消
し
を
認
め
る
と
な
る
と
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
一
部
取
消
し
を
認
め
る
べ
き
か
と
い
う
要
件
を
考
え
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

施
設
内
処
遇
と
社
会
内
処
遇
の
有
機
的
連
携
と
い
う
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
の
目
的
に
鑑
み
た
場
合
、（
後
刑
に
一
部
執
行

猶
予
が
言
い
渡
さ
れ
る
場
合
を
除
き
、）
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
を
広
く
認
め
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
の
考
え
方
も
成
り
立

ち
得
る
。
特
に
、
筆
者
の
よ
う
に
、
自
由
刑
の
執
行
を
受
け
る
受
刑
者
は
、
全
て
、
施
設
内
処
遇
だ
け
で
な
く
、
社
会
内
処
遇
に
付

す
必
要
が
あ
り
、
全
て
の
自
由
刑
に
保
護
観
察
を
付
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
立
場
に
立
て
ば
、
尚
更
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
初

犯
し
た
罪
に
対
し
刑
の
一
部
執
行
猶
予
や
海
外
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
自
由
刑
と
社
会
内
処
遇
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
そ
の
他
の
刑

罰
を
科
す
場
合
と（（（
（

、
敢
え
て
善
行
保
持
を
条
件
と
し
て
刑
の
執
行
を
猶
予
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
犯
に
至
っ
た
場
合
に
、
そ
の

執
行
猶
予
を
取
り
消
す
場
合
と
で
は
意
味
が
異
な
ろ
う
。
ま
た
、
重
大
再
犯
に
至
っ
た
場
合
、
矯
正
処
遇
に
切
り
替
え
る
必
要
性
は

一
般
的
に

0

0

0

0

高
い
と
考
え
ら
れ
る
し
、
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
制
度
に
再
犯
等
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で

き
な
い
以
上
、
一
定
の
重
大
再
犯
が
あ
っ
た
場
合
に
は
全
部
執
行
猶
予
の
全
て
を
取
り
消
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
こ
で
、
再
犯
が
一
定
の
重
大
な
も
の
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
全
部
取
消
し
と
し
、
再
犯
に
対
す
る
刑
が
一
定
の
範
囲
内
で
あ
っ

た
場
合
に
限
っ
て
一
部
取
消
し
を
認
め
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
ろ
う
。
元
々
、
全
部
執
行
猶
予
が
三
年
以
下
の
刑
に
対
し
て
の
み
言

い
渡
し
得
る
の
に
、
そ
れ
以
上
の
罪
を
犯
し
た
場
合
に
も
一
部
し
か
取
り
消
さ
な
い
と
す
る
こ
と
は
不
自
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、

刑
の
一
部
執
行
猶
予
が
三
年
以
下
の
刑
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
の
場
合
も
、
同

様
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
後
刑
が
三
年
以
下
の
場
合
、
刑
の
一
部
執
行
猶
予
も
可
能
に
な
る
か
ら
、
三
年
を
超

え
る
場
合
（
で
一
定
の
刑
期
以
下
の
場
合
）
に
も
一
部
取
消
し
を
認
め
る
か
、
後
述
す
る
他
の
要
件
等
で
一
部
執
行
猶
予
と
差
別
化
を

図
ら
な
い
と
全
部
執
行
猶
予
一
部
取
消
し
の
適
用
範
囲
が
相
当
狭
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

な
お
、
遵
守
事
項
違
反
に
よ
る
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
し
の
場
合
は
、
こ
の
要
件
は
妥
当
し
な
い
。
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２　

必
要
性

　

全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
は
、
刑
の
一
部
執
行
猶
予
同
様
、
施
設
内
処
遇
と
社
会
内
処
遇
の
有
機
的
連
携
を
確
保
す
る
こ
と

に
よ
り
再
犯
を
防
止
す
る
こ
と
が
主
た
る
目
的
で
あ
る
。
全
部
執
行
猶
予
と
い
う
心
理
規
制
や
保
護
観
察
だ
け
で
は
再
犯
防
止
を
防

げ
な
か
っ
た
か
、
防
ぐ
こ
と
が
困
難
と
な
り
つ
つ
あ
る
（
遵
守
事
項
違
反
の
場
合
）
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
全
部
執
行
猶
予
を
取
り
消

し
て
刑
事
施
設
に
収
容
し
矯
正
処
遇
を
行
う
と
同
時
に
、
釈
放
さ
れ
再
び
社
会
に
戻
っ
た
と
き
に
再
犯
を
行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
し
か
し
、
再
犯
や
更
生
が
危
ぶ
ま
れ
る
程
の
遵
守
事
項
違
反
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
再
犯
の
お
そ
れ
が
な
い
こ

と
を
許
可
基
準
の
一
つ
と
す
る
仮
釈
放
が
認
め
ら
れ
ず
、
満
期
釈
放
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
を

猶
予
刑
と
し
て
残
し
、
一
定
の
期
間
を
猶
予
期
間
と
し
て
設
定
し
て
、
そ
の
間
は
保
護
観
察
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
再
犯
を
防
ぐ
必

要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
制
度
の
趣
旨
か
ら
も
、
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
に
は
「
再
び
犯
罪
を
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
必
要

で
あ
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
必
要
性
の
要
件
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

但
し
、
刑
の
一
部
執
行
猶
予
の
よ
う
に
比
較
的
高
度
の
必
要
性
が
要
求
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
は
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。
現
在
、

保
護
観
察
付
一
部
執
行
猶
予
の
裁
判
に
お
い
て
は
、
一
般
の
社
会
内
処
遇
（
保
護
観
察
）
が
必
要
と
い
う
程
度
で
は
な
く
、
高
専
門

的
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ
う
な
体
系
化
さ
れ
た
処
遇
が
利
用
可
能
で
、
且
つ
必
要
で
あ
る
と
い
う
高
度
な
必
要
性
が
要
求
さ
れ
て
い

る
（
（（
（

。
筆
者
の
よ
う
に
、
お
よ
そ
自
由
刑
の
実
刑
（
一
部
執
行
猶
予
も
含
め
）
を
受
け
る
者
は
釈
放
後
必
ず
社
会
内
処
遇
が
必
要
だ
と

の
立
場
に
立
つ
な
ら
ば（（（
（

、
必
要
性
要
件
の
基
準
は
緩
和
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
、
必
要
性
の
判
断
基
底
に
つ
い
て
は
、「
犯
情
の
軽
重
及
び
犯
人
の
境
遇
そ
の
他
の
情
状
」（
刑
法
第
二
七
条
の
二
第
一
項
）

と
い
う
刑
の
一
部
執
行
猶
予
の
基
準
が
参
考
と
な
る
。「
犯
情
」
に
つ
い
て
は
、
再
犯
に
よ
る
後
刑
の
確
定
が
取
消
事
由
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
犯
情
は
当
然
に
考
慮
す
る
と
し
て
、
本
件
の
犯
情
や
情
状
を
何
処
ま
で
考
慮
す
る
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
再
犯
の
犯
情
か

ら
だ
け
で
も
充
分
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
は
（
従
っ
て
、
後
刑
は
刑
の
一
部
執
行
猶
予
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
）、
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本
件
の
犯
情
は
余
り
重
要
視
す
る
必
要
が
な
い
。
反
対
に
、
再
犯
に
対
し
て
は
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
場
合
で
も
、
本
件

の
犯
情
や
再
犯
と
の
関
連
性
を
考
慮
す
る
こ
と
で
、
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
場
合
は
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
本
件
で
は
窃
盗
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
、
全
部
執
行
猶
予
中
に
再
び
窃
盗
を
行
い
、
犯
人
の
特
性
も
含
め
て
考
慮
す
る
と
犯
罪
者
に
は
窃
盗
症
が
認
め
ら
れ

る
と
し
て
、
刑
事
施
設
で
の
矯
正
処
遇
と
保
護
観
察
に
お
い
て
窃
盗
症
に
対
す
る
認
知
行
動
療
法
を
行
う
必
要
性
が
あ
る
よ
う
な
場

合
で
あ
る
。
反
対
に
、
本
件
が
窃
盗
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
再
犯
が
道
路
交
通
法
違
反
と
い
う
よ
う
に
本
人
の
犯
罪
特
性
が
看
取

さ
れ
な
い
よ
う
な
場
合
、
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　

犯
人
（
こ
こ
で
は
猶
予
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
）
の
境
遇
そ
の
他
の
情
状
の
中
に
は
、
保
護
観
察
付
全
部
執
行
猶
予
の
場
合
、
遵
守

事
項
の
遵
守
状
況
な
ど
保
護
観
察
全
般
の
状
況
も
含
ま
れ
る
。
遵
守
事
項
違
反
に
よ
る
取
消
し
の
場
合
も
、
違
反
の
内
容
と
そ
の
原

因
、
更
生
の
可
能
性
と
違
反
と
の
関
係
等
が
必
要
性
の
判
断
基
底
と
な
ろ
う
。

３　

相
当
性

　

現
行
法
で
も
、
再
犯
が
禁
錮
以
上
の
刑
に
当
た
る
場
合
に
は
必
要
的
取
消
し
と
し
、
罰
金
に
当
た
る
場
合
に
は
裁
量
的
取
消
し
と

し
て
い
る
よ
う
に
、
再
犯
に
対
す
る
刑
の
内
容
に
よ
っ
て
取
消
し
の
態
様
を
変
え
て
い
る
。
重
大
な
再
犯
を
行
っ
て
い
る
の
に
、
全

部
執
行
猶
予
（
の
全
部
）
を
取
り
消
さ
な
い
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
し
に
お
い
て
も
、
再
犯

が
重
大
で
あ
る
と
か
、
そ
の
犯
情
が
悪
質
で
あ
る
と
か
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
全
て
を
取
り
消
し
、
再
犯
の
内
容
か
ら
し
て
相

当
で
あ
る
場
合
に
限
っ
て
一
部
取
消
し
を
認
め
る
こ
と
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う（（（
（

。
既
述
の
通
り
、
宣
告
刑
の
要
件
を
設
定
す
る
こ
と
で

一
定
の
重
大
再
犯
は
対
象
外
と
な
る
の
で
、
宣
告
刑
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
限
っ
て
、
再
犯
の
犯
情
か
ら
一
部
取
消
し
が
相
当
か

ど
う
か
と
い
う
要
件
が
機
能
す
る
こ
と
と
な
る
（
犯
情
面
で
の
相
当
性
）。
ま
た
、
再
犯
の
犯
情
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
一
部
取
消
し

の
割
合
を
量
定
す
る
際
に
も
考
慮
す
る
こ
と
に
な
る
。
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刑
の
一
部
執
行
猶
予
と
同
様
、
予
防
面
で
の
相
当
性
も
要
件
と
な
ろ
う
。
本
人
の
態
度
や
再
犯
・
違
反
の
内
容
か
ら
、
対
象
者
の

更
生
を
考
え
る
う
え
で
一
部
取
消
し
に
よ
る
社
会
内
処
遇
が
相
当
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
と
な
る
。
保
護
観
察
官
の
指
導
に
全
く
従

わ
な
い
態
度
が
顕
著
で
あ
る
よ
う
な
場
合
な
ど
は
相
当
性
が
否
定
さ
れ
よ
う
。

Ⅵ　

全
部
執
行
猶
予
一
部
取
消
し
の
「
量
定
」

１　

取
消
比
率
と
そ
の
基
準

　

全
部
執
行
猶
予
の
猶
予
刑
の
う
ち
ど
れ
だ
け
を
取
消
し
て
執
行
し
、
ど
れ
だ
け
を
猶
予
刑
と
し
て
残
す
か
と
い
う
取
消
比
率
に
つ

い
て
は
、
再
犯
の
場
合
、
行
為
責
任
の
大
小
と
予
防
の
必
要
性
を
、
ま
た
遵
守
事
項
違
反
の
場
合
は
、
違
反
の
程
度
と
予
防
の
必
要

性
を
基
準
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
全
部
執
行
猶
予
の
（
一
部
）
取
消
制
度
の
趣
旨
か
ら
考
え
て
、
予
防
的
側
面
を
中
心
に
取

消
比
率
を
量
定
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
猶
予
さ
れ
て
い
る
の
が
刑
罰
で
あ
っ
て
、
保
安
処
分
で
は
な
く
、
再

犯
に
よ
る
取
消
事
由
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
防
的
側
面
だ
け
で
取
消
比
率
を
決
め
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。
基
本
的
に
は
再
犯
の
犯

情
が
重
く
、
行
為
責
任
が
重
い
ほ
ど
、
取
消
比
率
を
高
く
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
再
犯
の
刑
期
も
当
然
そ
の
一
つ
の
基
準
と
な
る
が
、

宣
告
刑
が
た
と
え
要
件
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
も
、
極
め
て
再
犯
の
犯
情
が
重
い
場
合
は
、
取
消
比
率
を
一
〇
〇
％
と
し
、
全
部
取
消

し
と
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　

遵
守
事
項
違
反
の
内
容
や
程
度
も
、
端
か
ら
正
当
な
理
由
無
く
専
門
的
処
遇
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
せ
ず
、
保
護
観
察
官
の
指
導
に

も
従
わ
な
い
な
ど
、
極
め
て
悪
質
な
場
合
は
、
現
在
の
よ
う
に
全
部
取
消
し
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
前

半
は
出
席
し
て
い
た
が
、
後
半
は
生
活
が
荒
れ
始
め
、
何
か
と
理
由
を
つ
け
て
参
加
し
な
い
よ
う
に
な
り
、
あ
げ
く
の
果
て
に
二
週

間
ほ
ど
所
在
不
明
に
な
っ
て
い
た
な
ど
で
取
り
消
す
場
合
に
は
、
取
消
し
を
猶
予
刑
の
一
部
に
止
め
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
再
犯
や
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遵
守
事
項
違
反
に
至
る
ま
で
の
経
過
期
間
も
、
再
犯
の
情
状
や
遵
守
事
項
違
反
の
程
度
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
取
消
比
率
に
影
響

し
よ
う
。

　

予
防
に
関
す
る
事
情
も
当
然
考
慮
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
行
為
責
任
や
遵
守
事
項
違
反
の
程
度
に
基
づ
く
取
消
比
率
を
微
調
整
す

る
と
い
う
形
で
加
味
す
る
。
再
犯
に
よ
る
取
消
し
の
場
合
は
、
犯
情
の
う
ち
の
犯
行
動
機
や
犯
行
の
背
景
に
更
生
の
う
え
で
汲
む
べ

き
事
情
で
あ
る
と
か
、
遵
守
事
項
違
反
に
よ
る
取
消
し
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
違
反
の
原
因
や
経
過
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
矯
正
処

遇
に
必
要
な
期
間
も
判
断
材
料
と
な
ろ
う
が
、
取
消
刑
（
実
刑
部
分
）
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
短
く
て
も
、
再
犯
の
場
合
、

後
刑
の
実
刑
が
あ
れ
ば
、
刑
事
施
設
に
お
け
る
処
遇
期
間
が
短
く
な
り
過
ぎ
る
と
い
う
心
配
は
な
い
。

２　

猶
予
期
間
と
保
護
観
察
の
設
定

　

現
在
の
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
し
で
は
全
部
執
行
猶
予
の
言
渡
し
そ
の
も
の
が
全
て
取
り
消
さ
れ
る
た
め
、
猶
予
期
間
に
つ
い
て

も
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
と
い
う
制
度
を
導
入
す
る
場
合
、
猶
予
期
間
の
効
果
が
残
る
と
な

る
と
、
猶
予
期
間
の
一
部
は
既
に
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
新
た
な
実
刑
部
分
執
行
終
了
後
の
期
間
と
す
る
に
は
不
都
合

が
多
く
、
一
部
取
消
し
に
お
い
て
は
、
猶
予
期
間
は
合
わ
せ
て
取
消
す
こ
と
と
し
、
実
刑
部
分
の
後
に
新
た
な
猶
予
期
間
を
設
定
す

る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
。

　

新
た
に
設
定
す
る
猶
予
期
間
の
上
限
と
下
限
は
、
刑
の
一
部
執
行
猶
予
や
全
部
執
行
猶
予
と
同
じ
一
年
以
上
五
年
以
下
で
よ
い
で

あ
ろ
う
。
そ
の
期
間
は
、
再
犯
の
行
為
責
任
や
遵
守
事
項
違
反
の
内
容
、
予
防
の
必
要
性
、
再
犯
や
遵
守
事
項
違
反
ま
で
の
経
過
期

間
等
、
考
慮
す
べ
き
点
は
取
消
比
率
と
同
様
で
あ
る
ほ
か
、
取
り
消
さ
れ
な
い
猶
予
刑
の
期
間
と
の
関
係
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。
な
お
、
全
部
執
行
猶
予
の
期
間
中
に
再
犯
を
行
う
か
、
遵
守
事
項
違
反
を
犯
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、 

た
だ
猶
予
期
間
を
設
定

す
る
だ
け
で
な
く
、
保
護
観
察
は
必
要
的
と
す
べ
き
で
あ
る
。
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猶
予
期
間
の
起
算
点
は
、
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
刑
（
実
刑
部
分
）
の
執
行
が
終
わ
り
、
受
刑
者
が
釈
放
さ
れ
る
日
が
起
算
点
と

な
る
。
そ
の
時
点
で
他
に
執
行
す
べ
き
実
刑
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
っ
た
日
で
あ
る
。
再
犯
に
対
す
る
後
刑
が
刑

の
一
部
執
行
猶
予
で
あ
り
、
さ
ら
に
全
部
執
行
猶
予
も
一
部
取
消
し
と
す
る
場
合
、
一
部
執
行
猶
予
の
実
刑
部
分
と
全
部
執
行
猶
予

の
取
消
刑
の
部
分
の
執
行
が
終
わ
っ
た
時
点
で
、
二
つ
の
猶
予
期
間
が
同
時
に
進
行
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
よ
り
長
い

猶
予
期
間
が
実
際
の
猶
予
期
間
と
な
る
が
、
短
い
方
の
猶
予
期
間
が
経
過
し
た
時
点
で
そ
れ
に
対
応
す
る
猶
予
刑
は
失
効
す
る
こ
と

に
な
る
。

３　

再
犯
に
対
す
る
後
刑
の
量
定

　

従
来
、
全
部
執
行
猶
予
期
間
中
の
再
犯
に
対
す
る
後
刑
の
量
定
に
お
い
て
は
猶
予
刑
が
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
そ
れ
は
後
刑
を
減
軽
す
る
方
向
に
作
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
制
度
が
で
き
た
場
合
、
取

り
消
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
も
、
全
部
取
消
し
と
な
る
か
一
部
取
消
し
と
な
る
か
、
ま
た
ど
の
程
度
の
一
部
取
消
し
と

な
る
か
が
予
測
で
き
な
く
な
る
た
め
、
再
犯
に
対
す
る
刑
の
量
定
が
難
し
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
問
題
は
現
在
の
罰
金
に
よ
る
取
消
し
の
場
合
で
も
同
じ
は
ず
で
、
後
刑
に
対
す
る
罰
金
の
量
定
に
お
い
て
は
、

全
部
執
行
猶
予
が
取
消
し
と
な
る
か
ど
う
か
は
、
裁
量
的
取
消
し
の
た
め
、
不
確
定
で
あ
る
。
ま
た
、
後
刑
が
実
刑
の
場
合
で
も
、

「
前
刑
の
執
行
猶
予
の
取
消
し
も
見
込
ま
れ
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

も
踏
ま
え
」、「
前
刑
の
執
行
猶
予
の
取
消
し
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

な
ど
を
考
慮

し
て
も
」、「
執
行
猶
予
が
取
り
消
さ
れ
、
併
せ
て
服
役
す
る
可
能
性
も
あ
る

0

0

0

0

0

0

こ
と
な
ど
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
取
消
し
の

可
能
性
と
い
う
前
提
で
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
し
の
可
能
性
が
後
刑
の
量
刑
に
与
え
る
影
響
は
極
め

て
わ
ず
か
な
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
比
率
も
そ
れ
ほ
ど
格
差
が
開
く
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
一
部
取
消

制
度
が
導
入
さ
れ
た
と
し
て
も
、
再
犯
に
対
す
る
刑
の
量
定
に
お
い
て
神
経
質
に
な
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
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Ⅶ　

全
部
執
行
猶
予
一
部
取
消
し
と
刑
法
規
定

　

以
上
述
べ
て
き
た
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
制
度
を
刑
法
に
ど
の
よ
う
な
形
で
規
定
す
る
か
に
つ
い
て
幾
つ
か
の
試
案
を
示
す

こ
と
で
、
補
足
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

　

全
部
執
行
猶
予
の
取
消
し
に
つ
い
て
現
行
規
定
は
、「
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
刑
の
全
部
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
取

り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
刑
法
第
二
六
条
）、「
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
」（
同
第
二
六
条
の
二
）
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一

部
取
消
し
の
最
も
単
純
な
規
定
方
法
は
、「
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
刑
の
全
部
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
の
全
部
又
は
一
部

を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
刑
法
第
二
六
条
改
正
案
）、「
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
」（
同
第
二
六
条
の
二

改
正
案
）
と
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
一
部
取
消
し
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
明
ら
か
で
な
い
こ
と
か
ら
、
全
部
取
消
し
と
す

る
か
一
部
取
消
し
と
す
る
か
、
一
部
取
消
し
と
す
る
場
合
の
比
率
を
ど
う
す
る
か
の
判
断
基
底
と
要
件
を
明
記
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
判
断
基
底
と
し
て
は
、
刑
の
一
部
執
行
猶
予
の
も
の
を
参
考
に
す
る
と
、
必
要
的
取
消
し
の
場
合
、「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
罪

の
犯
情
の
軽
重
及
び
猶
予
の
言
渡
し
を
受
け
た
者
の
境
遇
そ
の
他
の
情
状
」
と
な
ろ
う
。
裁
量
的
取
消
し
に
つ
い
て
は
、
再
犯
に
よ

る
取
消
し
の
ほ
か
、
保
護
観
察
の
遵
守
事
項
違
反
の
場
合
が
あ
る
の
で
、「
一
号
又
は
三
号
に
掲
げ
る
罪
の
犯
情
の
軽
重
及
び
猶
予

の
言
渡
し
を
受
け
た
者
の
境
遇
そ
の
他
の
情
状
又
は
二
号
に
掲
げ
る
遵
守
事
項
を
遵
守
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
情
状
の
程
度
（
重

さ
）」
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

但
し
、
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
し
制
度
を
設
け
る
場
合
、
取
消
事
由
と
し
て
の
遵
守
事
項
違
反
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
再
検

討
が
必
要
と
な
ろ
う
。
従
来
で
あ
れ
ば
取
消
し
と
な
っ
て
い
た
よ
う
な
情
状
が
重
い
と
き
の
な
か
で
全
部
取
消
し
と
一
部
取
消
し
を

認
め
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
ろ
う
し
、
従
来
で
あ
れ
ば
全
部
取
消
し
と
な
っ
て
い
た
よ
う
な
情
状
の
程
度
で
あ
れ
ば
全
部
取
消
し
と
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す
る
が
、
そ
れ
以
下
の
場
合
に
も
一
部
取
消
し
が
あ
り
得
る
と
す
る
こ
と
も
理
屈
と
し
て
あ
り
得
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
後
者
の
場

合
、
立
法
論
と
し
て
刑
法
の
規
定
か
ら
「
そ
の
情
状
が
重
い
と
き
」
と
い
う
文
言
を
削
除
す
る
方
法
も
あ
る
し
、「
重
い
と
き
」
と

い
う
基
準
も
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
文
言
は
そ
の
ま
ま
に
全
部
取
消
し
と
一
部
取
消
し
を
認
め
る
余
地
も
あ
ろ
う
。
こ

の
問
題
は
、
そ
も
そ
も
、
ど
の
よ
う
な
遵
守
事
項
違
反
の
場
合
に
「
そ
の
情
状
が
重
い
」
と
し
て
取
消
し
を
認
め
る
か
と
い
う
実
質

的
な
観
点
も
考
慮
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る（（（
（

。

　

次
に
、
要
件
と
し
て
は
、
一
部
取
消
制
度
の
目
的
が
施
設
内
処
遇
と
社
会
内
処
遇
の
有
機
的
連
携
に
よ
り
対
象
者
の
改
善
更
生
と

再
犯
防
止
を
図
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
、
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、「
再
び
犯
罪
を
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、

相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
」
と
い
う
必
要
性
と
相
当
性
の
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

　

新
た
に
設
定
す
る
猶
予
期
間
の
規
定
も
必
要
で
あ
る
。
刑
の
全
部
の
執
行
猶
予
の
一
部
を
取
り
消
す
と
き
は
、
取
り
消
さ
れ
な

か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
、
新
た
に
一
年
以
上
五
年
以
下
の
範
囲
で
刑
の
執
行
を
猶
予
す
る
と
の
規
定
と
当
該
猶
予
期
間
の
起
算
日
に

関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
刑
の
執
行
順
序
の
変
更
等
で
再
犯
に
対
す
る
後
刑
の
う
ち
執
行
す
べ
き
部
分
が

残
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
他
に
執
行
す
べ
き
懲
役
又
は
禁
錮
が
あ
る
と
き
の
当
該
猶
予
期
間
は
、
そ
の
執
行
す
べ
き
懲
役
又

は
禁
錮
の
執
行
を
終
わ
っ
た
日
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
す
る
こ
と
も
明
記
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。

Ⅷ　

今
後
の
展
望
と
課
題

　

本
稿
で
は
、
全
く
の
手
探
り
状
態
な
が
ら
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。
課
題
も
多
く
あ
ろ
う
が
、

や
は
り
一
番
の
課
題
は
制
度
の
存
在
意
義
と
刑
の
一
部
執
行
猶
予
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
考
試
期
間
主
義
の
採
用
な
ど
仮
釈
放
制
度
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の
抜
本
的
改
革
が
な
さ
れ
れ
ば（（（
（

、
こ
う
し
た
制
度
は
必
要
な
い
と
も
言
え
る
し
、
刑
の
一
部
執
行
猶
予
が
薬
物
事
犯
以
外
に
も
広
く

適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
制
度
の
活
用
場
面
と
い
う
の
は
、
全
部
執
行
猶
予
中
の
再
犯
に
対
し
て
一
部
執
行
猶
予
が
ど
う
し
て

も
適
用
で
き
な
い
事
案
か
、
再
犯
で
は
な
い
遵
守
事
項
違
反
の
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
今
後
、
刑
の
一
部
執
行
猶
予
の
運

用
や
仮
釈
放
制
度
の
改
正
を
見
据
え
な
が
ら
、
制
度
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

ま
た
、
保
護
観
察
付
全
部
執
行
猶
予
の
遵
守
事
項
違
反
に
対
す
る
不
良
措
置
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
見
直
す
必
要
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
現
在
、
再
犯
の
な
い
純
粋
な
遵
守
事
項
違
反
で
全
部
執
行
猶
予
を
取
り
消
す
の
は
極
め
て
稀
有
な
例
で
あ
る
。
形
式
的

な
違
反
だ
け
を
捉
え
て
全
部
執
行
猶
予
を
取
り
消
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
が
、
実
際
に
は
極
め
て
情
状
が
重
い
遵
守

事
項
違
反
で
な
け
れ
ば
取
消
し
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
現
場
で
も
全
部
執
行
猶
予
取
消
し
の
申
出
や
請
求
に
お
い
て
情
状
が
重
い
こ

と
の
疎
明
に
苦
労
す
る
こ
と
も
多
い
と
聞
く
。
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
し
に
よ
っ
て
社
会
生
活
が
断
絶
す
る
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
遵
守
事
項
違
反
の
程
度
と
そ
の
背
景
に
あ
る
更
生
の
状
況
を
見
極
め
、
対
象
者
の
悪
い
生
活
状
態
や

環
境
を
一
旦
断
ち
切
る
こ
と
が
必
要
な
と
き
取
消
し
に
躊
躇
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
全
部
執
行
猶
予
一
部
取

消
制
度
の
前
提
と
し
て
、
遵
守
事
項
違
反
に
対
す
る
不
良
措
置
の
在
り
方
も
併
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
1
）　

太
田
達
也
『
刑
の
一
部
執
行
猶
予
─
犯
罪
者
の
改
善
更
生
と
再
犯
防
止
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
（
二
〇
一
四
）
七
─
一
〇
頁
。

（
2
）　

検
察
庁
『
二
〇
一
五
年
検
察
統
計
』e-Stat 

表
六
九
、
表
七
一
。
刑
の
一
部
執
行
猶
予
導
入
前
の
二
〇
一
五
年
で
は
、
猶
予
期
間
中

の
再
犯
に
よ
る
全
部
執
行
猶
予
取
消
件
数
四
、二
五
八
件
に
対
し
、
再
度
の
執
行
猶
予
二
二
六
件
で
あ
る
の
で
、
概
数
で
あ
る
が
、
再
犯

の
場
合
の
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
率
は
九
五
％
程
度
と
見
込
ま
れ
る
。

（
3
）　

二
〇
一
六
年
六
月
の
制
度
施
行
後
か
ら
年
末
ま
で
の
数
値
と
な
る
が
、
全
部
執
行
猶
予
中
の
再
犯
に
対
し
て
刑
の
一
部
執
行
猶
予
を

言
い
渡
し
た
の
は
二
五
六
件
で
あ
る
か
ら
、
禁
錮
以
上
の
再
犯
に
よ
る
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
件
数
を
考
え
る
と
、
一
部
に
止
ま
る
。
検

察
庁
『
二
〇
一
六
年
検
察
統
計
』e-Stat

表
六
八
、
表
七
〇
、
表
七
三
、
表
七
五
。
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（
4
）　

執
行
猶
予
命
令
は
拘
禁
刑
の
執
行
を
猶
予
す
る
裁
判
所
の
命
令
を
指
し
、
猶
予
刑
は
執
行
猶
予
命
令
が
言
い
渡
さ
れ
た
刑
（
判
決
）

を
指
す
。Crim

inal Justice A
ct 2003, s. 189(7).

日
本
語
の
文
章
に
合
う
よ
う
、
本
稿
で
は
適
宜
使
い
分
け
る
。

（
5
）　Crim

inal Justice A
ct 2003, s. 189.

（
6
）　operational period

と
は
、
猶
予
刑
を
受
け
る
受
刑
者
が
さ
ら
に
罪
を
犯
し
た
場
合
に
猶
予
刑
を
取
り
消
し
う
る
期
間
を
言
い
、

六
月
以
上
二
年
以
内
で
裁
判
所
が
命
令
で
定
め
る
。Crim

inal Justice A
ct 2003, ss. 189 (1)(a), (3) am

ended by Legal A
id, 

Sentencing and Punishm
ent of O

ffenders A
ct 2012, s. 68.

本
稿
で
は
、「
猶
予
期
間
」
の
語
を
当
て
る
。

（
7
）　supervision period

と
は
、
猶
予
刑
を
受
け
る
受
刑
者
が
遵
守
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
を
言
い
、
六
月
以
上
二

年
以
内
で
裁
判
所
が
命
令
で
定
め
る
。Crim

inal Justice A
ct 2003, ss. 189 (1A

), (3), (4) am
ended by Legal A

id, Sentencing 
and Punishm

ent of O
ffenders A

ct 2012, s. 68.

本
稿
で
は
、「
監
督
期
間
」
の
語
を
当
て
る
。
監
督
期
間
は
、
猶
予
期
間
よ
り
長
く

な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
8
）　Crim

inal Justice A
ct 2003, Sch.12, para.8(1), (2).

（
9
）　Crim

inal Justice A
ct 2003, Sch.12, para.8(3), (4).

（
10
）　

こ
れ
に
対
し
、
地
域
刑
の
場
合
、
遵
守
事
項
に
違
反
し
た
場
合
、
遵
守
事
項
の
内
容
を
変
更
し
、
罰
金
の
支
払
い
を
命
じ
、
又
は
元

の
犯
罪
に
対
し
て
改
め
て
刑
を
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。Crim

inal Justice A
ct 2003, Sch. 8. 189. 

執
行
猶
予
命
令
と
異
な
り
、

一
部
執
行
と
い
う
概
念
が
な
い
の
は
、
元
の
犯
罪
に
対
し
刑
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
11
）　Crim

inal Justice A
ct 2003, Sch.12, para.8(4).

（
12
）　Sentencing Guidelines Council, N

ew
 Sentences: Crim

inal Justice A
ct 2003 Guideline (2004). 

二
〇
〇
三
年
刑
事
司

法
法
が
導
入
し
た
新
た
な
刑
罰
の
う
ち
社
会
内
で
執
行
さ
れ
る
刑
罰
の
量
刑
基
準
に
つ
い
て
定
め
る
。

（
13
）　Ibid. Section 2, Part 2, C.

（
14
）　Sentencing Council, Breach O

ffences Guideline: Consultation (2016).

（
15
）　Crim

inal Justice A
ct 2003, Sch.12, para.8(3).

（
16
）　

こ
こ
で
の
行
為
責
任
と
は
、
再
犯
の
場
合
は
再
犯
の
行
為
責
任
を
示
す
が
、
遵
守
事
項
違
反
の
場
合
は
、
違
反
に
対
す
る
責
任
を
意

味
す
る
。
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（
17
）　

但
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
有
期
の
拘
禁
刑
は
二
分
の
一
で
仮
釈
放
と
な
る
た
め
、
社
会
内
処
遇
の
期
間
は
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Crim
inal Justice A

ct 2003, ss. 243A
-244, O

ffender Rehabilitation A
ct 2014, s. 1.
（
18
）　Crim

inal Code, R.S.C., 1985, c. C-46.　

こ
れ
は
刑
事
実
体
法
（
刑
法
）
だ
け
で
な
く
、
刑
事
手
続
法
（
刑
事
訴
訟
法
）
で
も
あ

る
た
め
、
こ
こ
で
は
刑
事
法
典
と
訳
す
。

（
19
）　Robin M

acK
ay, Conditional Sentences 1 (2005).　

条
件
付
刑
の
量
刑
に
当
た
っ
て
は
、
量
刑
の
基
本
目
的
や
原
則
と
一
致
し

て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
刑
事
法
典
は
、
責
任
非
難
、
一
般
予
防
、
個
別
予
防
、
社
会
か
ら
の
隔
離
（
必
要
な
場
合
）、

社
会
復
帰
の
支
援
と
並
ん
で
、
被
害
者
や
社
会
に
与
え
た
害
悪
の
認
識
と
そ
の
損
害
回
復
が
量
刑
の
基
本
目
的
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
定

め
る
。Crim

inal Code, RSC., 1985, c. C-46, s. 718.

（
20
）　Crim

inal Code, RSC., 1985, c. C-46, s. 731(1)(a).

（
21
）　Crim

inal Code, RSC., 1985, c. C-46, s. 731(1)(b). 

プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
自
由
刑
の
実
刑
に
付
加
す
る
場
合
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
自
由
刑
の
執
行
が
終
了
し
釈
放
さ
れ
た
時
点
か
ら
開
始
さ
れ
、
仮
釈
放
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
自
由
刑
の
執
行
が
終
了
し
た
と
き
か
ら

開
始
す
る
。Crim

inal Code, RSC., 1985, c. C-46, s. 732.2(1)(b). 

従
っ
て
、
自
由
刑
プ
ラ
ス
社
会
内
処
遇
と
い
う
一
種
の
二
分
判
決

の
様
な
効
果
を
有
す
る
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
に
は
週
末
拘
禁
等
の
断
続
刑
（interm

ittent sentence

）
も
あ
り
、
こ
れ
に
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ

ン
命
令
を
付
加
す
る
こ
と
も
で
き
、
こ
の
場
合
、
刑
期
中
の
身
柄
拘
束
さ
れ
て
い
な
い
間
と
執
行
が
終
わ
っ
て
釈
放
さ
れ
た
後
に
プ
ロ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
遵
守
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。Crim

inal Code, RSC., 1985, c. C-46, s. 732(1).

（
22
）　Crim

inal Code, RSC., 1985, c. C-46, s. 731(2), s. 730(1). 

裁
判
所
に
よ
る
公
訴
棄
却
に
は
絶
対
的
公
訴
棄
却
と
条
件
付
公
訴
棄

却
、
即
ち
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
命
令
付
公
訴
棄
却
が
あ
る
。

（
23
）　

や
や
こ
し
い
こ
と
に
、
条
件
付
刑
に
も
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
条
件
付
刑
の
執
行
終
了
後
（
期
間

満
了
後
）
に
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
適
用
さ
れ
る
。Crim

inal Code, RSC., 1985, c. C-46, s. 732.2(1)(c).

カ
ナ
ダ
各
州
で
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
条
件
付
刑
に
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
半
数
か
そ
れ
以
上
に
上
っ
て
い
る
と
い
う
。Correctional 

Services Program
, H

ighlights of the Conditional Sentencing Special Study, B
U

LLET
IN C

A
N

A
D

IA
N C

EN
T

RE FO
R J U

ST
ICE 

S
T

A
T

IST
ICS, N

o. 85, at 7 (2002).

（
24
）　Crim

inal Code, RSC., 1985, c. C-46, s. 731.2(2)(b).
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（
25
）　Crim

inal Code, RSC., 1985, c. C-46, s. 732.2(5).
（
26
）　Crim

inal Code, RSC., 1985, c. C-46, s. 733.1(1).
（
27
）　Crim

inal Code, RSC., 1985, c. C-46, s. 742.1.

（
28
）　R. v. Proulx, 2000 SCC 5, [2000] 1 R.C.S. 61.

（
29
）　Crim

inal Code, RSC., 1985, c. C-46, s. 732.1(3)(a), ss. 732.1(3)(a)-(b).

（
30
）　Crim

inal Code, RSC., 1985, c. C-46, ss. 742.3(1)(c)-(d).

（
31
）　

こ
の
ほ
か
に
も
、
⑴
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
命
令
の
特
別
遵
守
事
項
（optional conditions

）
と
し
て
の
居
住
指
定
条
項
は
犯
罪
者
の

社
会
再
統
合
が
目
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
条
件
付
刑
の
場
合
は
社
会
復
帰
が
主
た
る
目
的
で
は
な
く
、
自
宅
拘
禁
や
夜
間
外
出
禁
止
の
よ

う
な
刑
罰
的
な
条
件
と
し
て
課
さ
れ
る
点
、
⑵
遵
守
事
項
違
反
に
対
す
る
不
良
措
置
が
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
命
令
付
宣
告
猶
予
）
の
場

合
は
遵
守
事
項
違
反
自
体
が
犯
罪
を
構
成
す
る
の
に
対
し
、
条
件
付
刑
の
場
合
は
拘
禁
刑
の
執
行
か
ら
不
処
分
ま
で
幾
つ
か
の
選
択
肢
が

あ
る
点
、
⑶
遵
守
事
項
違
反
の
証
明
の
程
度
が
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
、
犯
罪
を
構
成
す
る
た
め
、
合
理
的
な
疑
い
を
超
え
る
証
明

が
必
要
な
の
に
対
し
（beyond the reasonable doubt

）、
条
件
付
刑
の
場
合
、
証
拠
の
優
劣
（
優
越
）
で
よ
い
点
（balance of 

probabilities

）
等
で
異
な
る
。Robin M

acK
ay, supra note 19 at 6-7.

（
32
）　

二
〇
一
五
年
度
に
お
け
る
原
処
分
は
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
二
万
二
、〇
五
七
人
、
条
件
付
刑
が
三
、七
一
三
人
で
あ
り
、
開
始
人
員

（
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
中
に
他
の
刑
罰
を
受
け
た
場
合
等
を
全
て
人
員
に
計
上
）
は
、
六
万
五
、七
八
二
人
と
一
万
一
、二
〇
五
人
で
あ
る
。

Julie Reitano (Canadian Centre for Justice Statistics), A
dult Correctional Statistics in Canada, 2015/2016, at 14-15 

(2017).

（
33
）　suspended sentence

と
同
じsuspend

と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
停
止
」
と
訳
す
。

（
34
）　Crim

inal Code, RSC., 1985, c. C-46, ss. 742.6(9).

（
35
）　Crim

inal Code, RSC., 1985, c. C-46, ss. 742.7(1). 

オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
、
期
間
中
の
再
犯
の
場
合
、
善
行
保
持
の
遵
守
事
項
違

反
と
し
て
扱
う
と
さ
れ
る
。Canadian Centre for Justice Statistics, Conditional Sentencing in Canada; A

 Statistical 
Profile 1997-2001, at 87 (2003).

（
36
）　Sara Johnson, O

utcom
es of Probation and Conditional Sentence Supervision: A

n A
nalysis of N

ew
foundland and 



64

法学研究 91 巻 3 号（2018：3）
Labrador, N

ova Scotia, N
ew

 Brunsw
ick, Saskatchew

an and A
lberta, 2003/2004 to 2004/2005, J U

RIST
A

T C
A

N
A

D
IA

N 
C

EN
T

RE FO
R J U

ST
ICE S

T
A

T
IST

ICS, V
ol. 26, N

o.7, at 7(2006).
（
37
）　Canadian Centre for Justice Statistics, supra note 35,, at 84, 94. 

マ
ニ
ト
バ
州
で
は
一
部
拘
禁
二
五
％
（
残
刑
期
拘
禁
五

三
％
）、
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン
州
一
部
拘
禁
〇
％
（
残
刑
期
拘
禁
三
八
％
）、
プ
リ
ン
ス
エ
ド
ワ
ー
ド
島
一
部
拘
禁
一
〇
〇
％
（
但
し
、
件
数

が
極
端
に
少
な
い
）
と
、
州
間
の
差
が
激
し
い
。
こ
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
遵
守
事
項
違
反
率
に
つ
い
て
も
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
一
一
％
、
マ

ニ
ト
バ
州
三
三
％
、
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン
州
五
七
％
、
プ
リ
ン
ス
エ
ド
ワ
ー
ド
島
三
％
と
州
毎
に
相
当
の
開
き
が
あ
る
。

（
38
）　Canadian Centre for Justice Statistics, supra note 35, at 30, 76.

（
39
）　

こ
う
し
た
問
題
意
識
は
、
法
制
審
議
会
被
収
容
人
員
適
正
化
方
策
に
関
す
る
部
会
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
法
制
審
議
会
被
収
容
人

員
適
正
化
方
策
に
関
す
る
部
会
第
一
四
回
議
事
録
（
二
〇
〇
八
年
四
月
二
五
日
）
九
─
一
一
頁
。
但
し
、
そ
こ
で
は
全
部
執
行
猶
予
の
一

部
取
消
し
よ
り
は
、
む
し
ろ
再
犯
に
対
す
る
後
刑
に
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
刑
を
含
め
て
一
部
実
刑
、
一
部
執
行
猶
予
と
す
る
こ
と
に
関

心
が
傾
い
て
い
る
。

（
40
）　

実
刑
よ
り
刑
期
を
長
く
す
る
根
拠
と
し
て
、
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
し
に
よ
っ
て
重
い
刑
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
威
嚇
に

よ
っ
て
被
告
人
に
対
す
る
改
善
更
生
を
促
す
と
い
う
心
理
規
制
の
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
見
解
で
あ
る
が
、

全
部
実
刑
と
の
境
界
を
考
え
た
場
合
、
全
部
実
刑
よ
り
格
段
に
軽
い
刑
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
宣
告
刑
の
刑
期
を
長
め
に
設
定

す
る
こ
と
は
（
量
）
刑
の
性
質
上
、
当
然
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
植
野
聡
「
刑
種
の
洗
濯
と
執
行
猶
予
に
関
す
る
諸
問
題
」
大
阪

刑
事
実
務
研
究
会
編
著
『
量
刑
実
務
大
系
４
─
刑
の
選
択
・
量
刑
手
続
』
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
（
二
〇
一
一
）
七
七
─
七
九
頁
。

（
41
）　

全
部
執
行
猶
予
の
取
消
し
に
制
裁
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
こ
と
は
完
全
に
否
定
で
き
な
い
と
し
つ
つ
も
、
対
象
者
の
改
善
更
生
の
た

め
社
会
内
処
遇
か
ら
矯
正
処
遇
へ
の
転
換
を
図
る
と
い
う
予
防
的
な
側
面
こ
そ
が
中
心
た
る
べ
き
と
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
。
平
野
龍

一
『
犯
罪
者
処
遇
法
の
諸
問
題
［
増
補
版
］』
有
斐
閣
（
一
九
八
二
）
三
七
頁
、
吉
田
次
郎
『
刑
事
政
策
と
し
て
の
更
生
保
護
』
大
永
舎

（
一
九
七
一
）
一
六
〇
─
一
六
九
頁
、
吉
田
次
郎
『
刑
事
政
策
と
し
て
の
更
生
保
護
』
大
永
舎
（
一
九
七
一
）
一
六
〇
─
一
六
九
頁
、
山

田
憲
児
『
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
の
取
消
し
等
に
関
す
る
研
究
』
法
務
省
（
一
九
八
八
）
六
二
頁
、
鈴
木
昭
一
郎
『
更
生
保
護
の
実
践
的

展
開
』
日
本
更
生
保
護
協
会
（
一
九
九
九
）
二
五
七
─
二
六
八
頁
、
大
塚
仁
他
編
（
豊
田
健
執
筆
部
分
）『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法

［
第
二
版
］
第
二
巻
』
青
林
書
院
（
二
〇
〇
四
）
六
〇
六
頁
。
保
護
観
察
の
付
か
な
い
単
純
全
部
執
行
猶
予
の
取
消
し
は
、
や
や
制
裁
と
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し
て
の
側
面
が
強
い
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
改
善
更
生
と
再
犯
防
止
の
た
め
の
矯
正
処
遇
へ
の
切
り
替
え
と
い
う
予
防
的
側
面

が
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
本
稿
の
よ
う
に
全
部
執
行
猶
予
の
一
部
取
消
制
度
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
尚
更
で
あ
る
。

（
42
）　

法
務
総
合
研
究
所
『
平
成
二
六
年
版
更
生
保
護
』（
二
〇
一
四
）
二
四
八
頁
。

（
43
）　

法
務
総
合
研
究
所
・
同
上
二
四
九
頁
。

（
44
）　

我
が
国
の
場
合
、
全
部
執
行
猶
予
に
保
護
観
察
が
付
さ
れ
る
の
は
一
〇
％
に
止
ま
る
。
検
察
庁
『
二
〇
一
六
年
検
察
統
計
』e-Stat 

表
六
八
、
表
七
一
。

（
45
）　

猶
予
期
間
中
の
再
犯
や
遵
守
事
項
違
反
で
は
な
く
、
余
罪
に
よ
る
全
部
執
行
猶
予
取
消
し
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

（
46
）　

但
し
、
早
期
の
仮
釈
放
を
可
能
に
す
る
た
め
、
通
常
は
後
刑
の
実
刑
部
分
の
途
中
（
法
定
期
間
経
過
日
以
降
）
で
刑
の
執
行
順
序
変

更
手
続
き
を
取
り
、
前
刑
（
取
消
刑
）
の
執
行
を
し
、
そ
の
後
、
後
刑
の
執
行
に
戻
る
と
い
う
か
た
ち
が
取
ら
れ
る
。
仮
釈
放
は
、
前
刑

の
法
定
期
間
経
過
後
の
適
時
に
申
出
・
審
理
が
行
わ
れ
る
。

（
47
）　

太
田
達
也
・
前
掲
注
（
1
）
三
二
頁
。

（
48
）　

法
制
審
議
会
少
年
法
・
刑
事
法
（
少
年
年
齢
・
犯
罪
者
処
遇
関
係
）
部
会
第
一
分
科
会
第
三
回
会
議
（
二
〇
一
六
年
一
一
月
一
四

日
）
配
布
資
料
・
統
計
資
料
５
（
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
者
の
刑
の
執
行
猶
予
の
取
消
し
に
関
す
る
も
の
）
に
よ
る
と
、
遵
守
事
項
違
反

に
よ
る
取
消
し
の
う
ち
再
犯
が
な
い
場
合
は
一
桁
し
か
な
い
。

（
49
）　

大
阪
高
決
昭
和
五
六
・
七
・
一
六
刑
月
一
三
巻
六
・
七
合
併
号
四
五
七
頁
。
最
高
裁
は
、
こ
の
昭
和
五
六
年
の
大
阪
高
裁
決
定
と
、

「
善
行
保
持
義
務
に
違
反
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
内
容
、
程
度
、
更
に
は
記
録
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
被
請
求
人
の
生
活
態
度
全
般
等
か

ら
み
て
、
右
違
反
が
被
請
求
人
の
自
力
更
生
意
欲
の
不
足
な
い
し
欠
如
に
起
因
し
、
保
護
観
察
に
よ
る
指
導
援
助
を
継
続
し
て
も
自
力
更

生
を
期
し
難
い
場
合
に
は
当
た
ら
ず
、
そ
の
情
状
が
重
い
と
ま
で
は
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
た
平
成
四
年
の
大
阪
高
裁
決
定
（
大

阪
高
決
平
成
四
・
一
二
・
一
八
判
時
一
四
四
五
号
一
七
四
頁
）
に
相
反
し
な
い
と
し
て
、「
保
護
観
察
に
よ
る
公
的
な
指
導
、
援
護
を
受

け
、
社
会
内
で
の
更
生
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
罪
質
が
重
く
結
果
の
重
大
な
再
犯
に
及
ん
だ
と
い
う
以
上
は
、

格
別
の
事
情
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
も
は
や
刑
の
執
行
猶
予
の
言
渡
し
を
取
り
消
さ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
介
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し

た
原
決
定
に
対
す
る
特
別
抗
告
を
棄
却
し
て
い
る
。
最
小
決
平
成
一
七
・
一
〇
・
一
八
判
タ
一
二
〇
七
号
一
五
三
頁
。

（
50
）　

鈴
木
昭
一
郎
・
前
掲
注
（
41
）
二
七
五
頁
。
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（
51
）　

第
二
六
条
三
号
と
第
二
六
条
の
二
第
三
号
に
つ
い
て
は
、
余
罪
に
よ
る
刑
の
確
定
の
発
覚
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
が
、
判
例
上
、
執

行
猶
予
判
決
の
是
正
が
検
察
官
の
上
訴
に
よ
り
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
最
小
決
昭
和
二
七
・
二
・
七
刑
集
六
巻

二
号
一
九
七
頁
。

（
52
）　

ア
メ
リ
カ
の
二
分
判
決
に
つ
い
て
は
、
太
田
達
也
・
前
掲
注
（
1
）
一
一
五
頁
以
下
参
照
の
こ
と
。

（
53
）　

小
池
信
太
郎
「
刑
の
一
部
執
行
猶
予
と
量
刑
判
断
に
関
す
る
覚
書
─
施
行
を
一
年
後
に
控
え
て
」
慶
應
法
学
三
三
号
（
二
〇
一
五
）

二
七
三
─
二
七
五
頁
、
今
福
章
二
ほ
か
「
座
談
会
─
刑
の
一
部
執
行
猶
予
制
度
の
施
行
と
そ
の
課
題
」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
七
号
（
二
〇

一
六
）
一
九
四
頁
以
下
の
小
池
信
太
郎
教
授
発
言
部
分
（
一
九
七
─
一
九
八
頁
、
二
〇
一
頁
）、
川
出
敏
裕
教
授
発
言
部
分
（
一
九
九
頁
）、

園
原
敏
彦
氏
発
言
部
分
（
二
〇
二
頁
）、
反
論
と
し
て
山
口
貴
亮
（
二
〇
一
頁
）、
樋
口
亮
介
「
刑
の
一
部
執
行
猶
予
の
選
択
要
件
と
宣
告

内
容
─
制
度
理
解
を
基
礎
に
し
て
」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
七
号
（
二
〇
一
六
）
二
二
〇
頁
。

（
54
）　
「
自
由
を
大
幅
に
制
限
し
、
奪
っ
て
い
る
環
境
で
、
社
会
復
帰
の
訓
練
を
す
る
の
は
、
床
の
上
で
水
泳
の
練
習
を
さ
せ
る
こ
と
に
似

て
い
る
」
と
い
う
Ｇ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
言
葉
を
引
用
し
て
社
会
内
処
遇
の
意
義
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
宮
澤
浩
一
『
刑
事
政
策
講

義
ノ
ー
ト
』
成
文
堂
（
一
九
九
八
）
四
八
頁
。

（
55
）　

前
刑
の
原
因
と
な
っ
た
本
件
は
、
全
部
執
行
猶
予
と
な
る
位
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
相
当
性
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
た
め
、
再
犯
の

犯
情
次
第
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
56
）　

情
状
が
重
い
と
き
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
、
山
田
憲
児
・
前
掲
注
（
41
）
八
七
頁
以
下
。
大
塚
仁
他
編
（
豊
田
健
執
筆
部
分
）・
前

掲
注
（
41
）
六
一
二
─
六
一
三
頁
は
、「『
そ
の
情
状
が
重
い
と
き
』
と
は
、『
そ
の
情
状
に
よ
り
』
と
同
趣
旨
で
あ
っ
て
、
当
該
情
状
が

重
い
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
執
行
猶
予
は
と
り
消
さ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
思
料
す
る
」
と
す
る
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
情
状
が
重
い
場
合
で
も
、
な
お
「
特
段
の
事
情
」
が
あ
れ
ば
、
取
り
消
さ
な
い
可
能
性
も
あ
り
得
る
こ
と
に
な

り
、
論
者
の
主
旨
と
は
相
容
れ
な
い
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
結
局
、
情
状
の
程
度
も
相
対
的
な
概
念
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
57
）　

太
田
達
也
『
仮
釈
放
の
理
論
─
矯
正
・
保
護
の
連
携
と
再
犯
防
止
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
（
二
〇
一
七
）。


